
P hoto 団員一丸となり決意も新たに
　１月９日、佐久市総合体育館において消防出初
式が行われました。式典では、団員や団体に対して
の表彰、聖愛保育園児による演技や防火宣誓が行
われ、屋外では、体育館前の県道で、分列行進や消
防車両パレードなどが行われました。
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第
４
回 

定
例
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

○
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
開
始
に
伴
い
、
生
活
保
護

世
帯
を
含
む
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
対

し
、
接
種
費
用
の
助
成
を
行
う
こ
と

に
要
す
る
経
費
９
，
７
７
１
万
３
千

円
を
追
加
補
正
し
た
こ
と
に
つ
い
て

議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

○
佐
久
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
条
例

○
佐
久
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与

並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

佐
久
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

つ
い
て
、
給
料
表
、
期
末
・
勤
勉
手

当
の
支
給
月
数
を
、
ま
た
、
特
別
職

の
職
員
等
お
よ
び
議
会
の
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て

改
定
す
る
た
め
、
関
係
条
例
に
つ
い

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
と
特
別
会
計
補
正
予
算

（
３
件
）が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
は
、
１
億
３
，
４
０
７
万

円
を
追
加
補
正
し
、
総
額
を
４
６
７

億
１
，
５
６
９
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
万
円
未
満
は
切
捨
て
）。

▼
協
働
推
進
事
業
費
（
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に

向
け
た
市
民
意
見
の
募
集
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
）

 
 

２
６
万
円

　

第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
11
月
26
日
に
開
会
し
、
12
月
17
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
が
提
出
し
た
議
案
は
、
招
集
日
に
提
出
し
た
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
案
６
件
、
事
件
案
２
件
、

予
算
案
４
件
と
、
11
月
30
日
に
追
加
提
案
し
た
条
例
案
２
件
の
合
わ
せ
て
15
件
で
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
報
告

条　

例

予　

算

事　

件

て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
条
例

　

職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
来

年
度
か
ら
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、

１
日
当
た
り
15
分
短
縮
す
る
た
め
、

関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
（
以
下
「
勤
務
時
間
条

例
等
の
一
部
改
正
」
と
い
い
ま
す
）。

○
佐
久
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正
条
例

　

勤
務
時
間
条
例
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
同
施
設
の
開
館
時
間
に
つ
い

て
、
職
員
の
勤
務
時
間
と
の
整
合
を

図
り
、
来
年
度
か
ら
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
す
る
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
複
合
型
公
共
施
設
サ
ン
グ

リ
モ
中
込
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

同
施
設
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
、

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
は
、
現
状
に
合
わ

せ
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

ま
た
、
口
腔
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

勤
務
時
間
条
例
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
職
員
の
勤
務
時
間
と
の
整
合
を
図

り
、
来
年
度
か
ら
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
す
る
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

船
員
保
険
法
お
よ
び
地
方
公
務
員

災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

船
員
で
あ
る
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、

本
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
補
償
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

○
佐
久
市
温
泉
源
泉
施
設
条
例
の
一

部
改
正
条
例

　

温
泉
源
泉
施
設
の
給
湯
に
つ
い
て
、

本
条
例
に
規
定
す
る
温
泉
源
泉
施
設

と
佐
久
市
あ
さ
し
な
温
泉
穂
の
香
乃

湯
の
源
泉
施
設
と
を
同
一
の
取
扱
い

と
す
る
た
め
、
当
該
施
設
を
本
条
例

の
規
定
に
加
え
ま
し
た
。

○
佐
久
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

条
例

　

国
の
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団

排
除
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
市
営

住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を
排
除
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
岩
村
田
保
育
園
改
築

事
業
建
築
（
本
体
）
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

　

同
保
育
園
の
改
築
に
当
た
り
、
本

体
工
事
を
２
億
９
，
６
１
０
万
円
で

㈱
安
井
建
設
が
請
け
負
う
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
東
中
原
団
地
の
用
途
廃

止
に
伴
い
、
同
団
地
内
に
お
け
る
市

道
１
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

▼
佐
久
総
合
病
院
再
構
築
対
策
事
業

費
（
佐
久
地
域
の
医
療
体
制
の
再

編
に
向
け
た
医
療
機
関
連
携
の
た

め
の
佐
久
市
医
療
体
制
等
連
絡
懇

話
会
開
催
経
費
） 

１
９
万
円

▼
安
心
こ
ど
も
文
庫
整
備
事
業
費

（
県
の
安
心
こ
ど
も
基
金
事
業
補
助

金
を
活
用
し
た
公
立
保
育
園
19
園

の
図
書
お
よ
び
本
棚
の
整
備
経
費
）

 
 

９
５
０
万
円

▼
地
域
子
育
て
創
生
事
業
費
（
県
の

安
心
こ
ど
も
基
金
事
業
補
助
金
を

活
用
し
た
公
・
私
立
保
育
園
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
の
た

め
の
空
気
清
浄
機
購
入
経
費
）

 
 

５
８
２
万
円

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
費
（
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

要
望
件
数
の
増
加
に
伴
う
補
助
金

増
額
経
費
等
） 

６
８
２
万
円

▼
農
業
振
興
事
務
費
（
県
の
農
業
担

い
手
育
成
基
金
助
成
事
業
の
休
止
・

減
額
に
対
す
る
市
内
就
農
者
お
よ

び
就
農
予
定
者
へ
の
支
援
な
ら
び

に
農
作
物
等
の
鳥
獣
害
拡
大
防
止

の
た
め
の
防
護
柵
設
置
に
対
す
る

補
助
経
費
） 

６
０
８
万
円

▼
林
業
振
興
管
理
費
（
農
作
物
等
の

鳥
獣
害
拡
大
に
よ
る
駆
徐
委
託
料

増
額
経
費
等
） 

１
５
６
万
円

▼
道
路
新
設
改
良
事
業
費
（
地
元
要

望
の
道
路
改
良
工
事
に
係
る
測
量

設
計
業
務
の
委
託
料
増
額
経
費
）

 
 

１
，
１
５
４
万
円
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佐久都市計画区域が変更されました
　県と市では、合併後の佐久市における統一性のある土地利用制度の適用や一体的なまちづくりを進めるた
め、佐久地区の一部、臼田地区の一部、浅科地区全域、望月地区の一部を新たに都市計画区域に指定する手
続きを進めてきました。1月28日に、県により都市計画区域指定の公告がされ、新たに下図の区域が都市
計画区域に指定されました。

東御市
（東御都市計画区域）

東御市
（東御都市計画区域）

東御市
（東御都市計画区域）

小諸市
（小諸都市計画区域）

小諸市
（小諸都市計画区域）

小諸市
（小諸都市計画区域）

立科町立科町立科町

御代田町
（佐久都市計画区域）

御代田町
（佐久都市計画区域）

御代田町
（佐久都市計画区域）

佐久市
（佐久都市計画区域）

佐久市
（佐久都市計画区域）

佐久市
（佐久都市計画区域）

佐久穂町佐久穂町佐久穂町

軽井沢町
（軽井沢都市計画区域）

軽井沢町
（軽井沢都市計画区域）

軽井沢町
（軽井沢都市計画区域）

既存の佐久都市計画区域
（佐久市の一部・御代田町の一部）

新たに佐久都市計画区域に指定された区域

隣接の都市計画区域

平成22年１月28日都市計画区域の変更
佐久地区の一部（内山の一部）、臼田地区の一部（中小田切・上小田切の一
部、平林）、浅科地区全域、望月地区の一部

新たに指定された区域

開発許可　建物等を建築する目的で行う土地の区画形質の変更のことを開発行為といいます。都市計画区域
内では、3,000㎡以上の開発行為を行う場合、県の許可が必要となります。

建築確認　都市計画区域内で建物等を建築する際には、建築基準法に基づき建築確認申請が必要となります。
建物と敷地との面積割合（建ぺい率や容積率）の基準への適合や、建物敷地が道路に接している
ことなどが求められます。なお、建築確認の手続きについては、広報３月号でお知らせします。

都市計画税　新たな都市計画区域内の土地および家屋には、平成23年度から都市計画税が課税になります
（農振農用地、山林、原野は除く）。

都市計画区域の指定により必要となる手続きなど

●用途地域等の指定状況：用途地域の指定はありません。
●建ぺい率・容積率：建ぺい率60％・容積率100％または200％
●道路斜線・隣地斜線：道路斜線∠1.25・隣地斜線20ｍ+∠1.25

新たに指定された都市計画区域における各基準

■お問い合わせ　☎62－2111
　●都市計画区域に関すること……都市計画課まちづくり推進係 （内線353・355）
　●容積率等の基準に関すること…建築住宅課建築係 （内線351・359）
　●都市計画税に関すること………税務課資産税係 （内線322～326・375）
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市
で
は
、
将
来
に
向
け
安
全
安
定

な
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
の

整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
主
力
施
設
で
あ
る
「
佐
久

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
、
昭
和
59

年
の
稼
働
以
来
、
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、

ら
準
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ご
み
焼
却
施
設
は
、
市
民
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
ご
み
処
理
と

い
う
一
面
だ
け
で
迷
惑
施
設
と
考
え

て
い
る
方
も
お
り
、
建
設
候
補
地
の

地
元
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

ご
み
焼
却
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
建
設
候
補

地
を
広
く
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

最
新
の
ご
み
焼
却
施
設
は
、
高
度

な
燃
焼
技
術
と
徹
底
し
た
排
ガ
ス
処

理
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負
荷
の
低
減

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
全
性
に

も
十
分
配
慮
さ
れ
た
施
設
で
す
。
ま

た
、
ご
み
焼
却
に
と
も
な
う
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
振
興
に
有
効
活
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
建
設
候
補
地
の
応
募
に
つ

い
て
前
向
き
に
ご
検
討
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
基
本
的
考
え
方
】

①
最
新
の
焼
却
技
術
を
導
入

し
安
全
で
安
定
的
な
施
設

と
し
ま
す
。

②
ご
み
の
減
量
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
を
踏
ま
え
適
正
な

施
設
規
模
と
し
ま
す
。

③
法
令
で
定
め
る
排
ガ
ス
等

に
係
る
基
準
を
さ
ら
に
上

回
る
自
主
基
準
を
設
け
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り

ま
す
。

④
施
設
の
整
備
、
運
営
に
係

る
地
区
協
定
を
締
結
し
遵

守
す
る
と
と
も
に
、
施
設

運
営
に
関
す
る
情
報
は
積

極
的
に
公
開
し
、
地
元
地

域
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

⑤
ご
み
焼
却
に
と
も
な
う
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

を
地
元
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
検
討
し
ま
す
。

【
施
設
整
備
計
画
の
概
要
】

ご
み
処
理
区
域

　

ご
み
処
理
対
象
と
す
る
区
域
は
、

佐
久
市
全
域
の
ほ
か
、
市
内
の
２
施

設
で
現
在
共
同
処
理
し
て
い
る
自
治

体
等
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ご
み
焼
却
施
設
の
規
模

　

ご
み
焼
却
施
設
の
処
理
規
模
は
、

前
記
の
状
況
を
踏
ま
え
24
時
間
運
転

で
、
お
お
む
ね
８
０
ｔ
〜
１
３
０
ｔ

／
日
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

焼
却
方
式

　

安
全
性
、
安
定
性
を
第
一
に
佐
久

市
の
ご
み
処
理
に
最
も
適
し
た
方
式

を
選
定
し
ま
す
。

施
設
概
要

●
工
場
棟
（
焼
却
炉
、
排
ガ
ス
高
度

処
理
設
備
、
大
型
ご
み
の
破
砕
設

備
、
廃
棄
物
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

設
備
、
運
転
制
御
室
等
）

●
管
理
棟
（
事
務
室
、
研
修
室
等
）

●
保
管
庫

　

な
ど
の
ほ
か
、
敷
地
内
に
は
緩
衝

緑
地
を
適
切
に
配
置
し
、
周
辺
環
境

と
の
調
和
を
図
り
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
）

建
設
候
補
地
を
公
募
し
ま
す

昭和59年の稼働以来、安定的に運営をしてきた佐久クリーンセンター

25
年
を
超
え
る
長
い
間
事
故
や
周
辺

環
境
へ
の
影
響
等
の
問
題
も
な
く
、

安
定
的
に
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ご
み
焼
却
施
設
の
耐
用

年
数
は
、
一
般
的
に
は
30
年
程
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
５

年
を
超
え
る
整
備
期
間
が
必
要
と
な

る
新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
は
、
今
か
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1.応募条件　次の条件に適合していること。
①おおむね1.6ha（4,800坪）～２ha（6,000坪）程度の用地面積が確保で
きること
②地権者全員の賛同が得られている、またはその見込みがあること
 　なお、必要な用地面積については、候補地の地形や周辺の状況により、少
なくて済む場合もあります。また、条件に適合していても、地理的条件や法
規制などにより候補地とすることが困難な場合もありますので、事前にご相
談をお願いします。

2.応募者 ●候補地の地元区長
●候補地の敷地が複数の区にまたがる場合は、複数区の区長の共同応募を原則としま
すが、該当区の区長の同意があれば、代表となる区長による応募も可とします。
●地元区の同意があれば、候補地の地区区長会の応募も可とします。

3.募集期間　２月１日㈪～５月31日㈪
4.応募書類 ●応募申込書（応募の意志をお伝えいただいた時にお渡しします。）
  ●候補地位置図

5.説明会等
　候補地応募の検討にあたり、説明会や視察の希望がありましたら、ご連絡をいただければ、必
要な対応をさせていただきます。

募集要領

■応募先・お問い合わせ　生活環境課 施設整備係　☎62―3094（直通）

【候補地の選定】
　応募いただいた候補地については、市民参加による「（仮称）ごみ焼却施設建設候補地選定委員会」
において、立地適正や地元合意形成の熟度など、幅広い角度から検討させていただいたうえで、候補
地を選定していきます。

軟質系プラスチックの出し方にご協力をお願いします

　上の写真のように、レジ袋等に入ったまま軟質系プラ
スチックが出されていたケースがありました。分別の確
認ができませんので、レジ袋等に入れたまま出さないで
ください。

　軟質系プラスチックの中に上の写真のように、可燃ご
み・資源ごみ・埋立ごみになるものが混入していました。
出す前に分別を再確認して出してください。

　資源ごみの分別徹底・リサイクルを積極的に行い、限りある地球の資源を有効に繰り返し使う社会（循環型社会）
および環境に負荷をかけない街づくりにご協力をお願いします。

■お問い合わせ　生活環境課 環境衛生係　☎62－3094（直通）
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陸上競技場
（サッカー競技場） 

補助陸上競技場  マレットゴルフ場  

野球場 

主要園路 
佐久総合運動公園の完成イメージ

クロスカントリーコース  

いこいの緑地 

遊具の広場 

市道宮田線

国道254号

佐久総合運動公園の
事業再評価を行いました

事業再評価とは
　国土交通省所管の公共事業では、補助事業採択後10年を経過した時点において継続中の事業は、事業の効率
性およびその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、事業再評価を実施することになっています。
　事業再評価の方法は、「事業の必要性」と「事業の進捗見込み」の２つの視点から、費用対効果(B/C）の数
値を指標として算出し、事業を継続とするか、あるいは事業を
中止とするかを判断します。

佐久総合運動公園の概要
　市では、市民のスポーツニーズに応えるために、公式大会も
念頭においた広域的な利用ができる多目的総合運動公園として
佐久総合運動公園整備事業を進めています。
　本公園の面積は22.1haで、主要な施設は野球場、陸上競技
場（サッカー競技場）、補助陸上競技場、マレットゴルフ場、
クロスカントリーコースを計画しています。

事業再評価の結果
　事業再評価の結果、整備を継続した場合の
便益Bが、整備に必要な事業費と施設管理費
の合計Cを上回ることから、事業を継続する
こととしました。
　さらに今後は、事業の効果をより高めてい
くために、コストを縮減しながら施設整備に
努めていきます。

●費用対効果（B/C）：1.60
※B/Cの値が1.0以上の場合は、支出以上の効果がある
ことを意味します。

Ｂ： 平成22年のマレットゴルフ場の供用開始から平成71年
までの50年間の便益

Ｃ： 施設整備にかかる費用と平成71年までの施設管理にか
かる費用の合計

141

254

●佐久リサーチパーク●佐久リサーチパーク●佐久リサーチパーク

中込駅中込駅中込駅

滑津駅滑津駅滑津駅

市役所
●
市役所
●

市役所
●

佐久平
カントリークラブ

●

佐久平
カントリークラブ

●

佐久平
カントリークラブ

●

●佐久総合運動公園
（北耕地）

（平賀）

（中込橋場）

（野沢十二町）

（石神）

（野沢本町）（野沢本町）（野沢本町）

（中込）

千
　 曲
　 　 川

（滑津大橋）

（中込原南）

小
海
線

（リサーチパーク入口）
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本公園の整備について、ご意見をお寄せください
　本公園の整備について、市民の皆さんのご意見をお寄せください。
　市民の皆さんから寄せられたご意見を参考にしながら、詳細設計を行い、事業を進めていきます。

提出期間 ２月10 日㈬～３月10 日㈬
提出方法 住所、氏名、電話番号を記入の上、公園緑地課へ持参するか、郵送、Ｅメール、ファックスに
 よる（３月10 日(水) 午後５時必着）。
 ※指定の様式はありません。
提出場所 市役所公園緑地課

■お問い合わせ 公園緑地課　☎62－3424（直通）　J63－7750
 　　　　　　Ｅメール koenryokuti@city.saku.nagano.jp

事業再評価の検討経過
　事業再評価を実施するにあたり、佐久市公共事業再評価委員会および佐久市公共事業再評価監視委員会を設
置しました。この２つの委員会で審議を行いながら、事業再評価を実施しました。
　この結果は、「国土交通省所管公共事業再評価実施要領」に基づき、関係行政機関に報告しています。

事業再評価の報告書を公開しています
〈報告書の閲覧期間〉２月1日㈪～３月10日㈬
〈閲覧場所〉市役所市民ホール、公園緑地課、各支所経済建設課、各出張所、市のホームページ

八幡区上町公会場が完成

　

八
幡
区
上
町
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
事
業
を
活
用
し
、「
上
町
公
会
場
」

を
建
設
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
は
落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
）
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
要

綱
に
定
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【建物概要】　木造平屋建て　床面積89.84㎡
●大会議室…………… １　室
●小会議室…………… １　室
●厨房………………… １　室

●男子トイレ………… １か所
●身障者用トイレ…… １か所
　（女子トイレ）

■お問い合わせ 公園緑地課 ☎62－3424（直通）
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平
成
23
年
度
開
所
予
定
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
の
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
第
４
期
「
佐
久
市
老
人
福
祉
計
画
・
佐
久
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
お
よ
び
継
続
性
の
確
保
、
事

業
者
選
定
の
公
正
か
つ
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を
公
募
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

⑴
募
集
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
生
活

圏
域
・
整
備
予
定
数

⑵
応
募
事
業
者
の
要
件

①
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
行
っ
て
い
る

法
人
で
、
佐
久
市
内
に
そ
の
主
た
る
事

務
所
が
所
在
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
佐

久
市
に
所
在
す
る
法
人
（
法
人
設
立
予

定
で
応
募
申
込
時
ま
で
に
設
立
で
き
る

も
の
を
含
む
）
が
、
新
規
に
介
護
保
険

事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対
す
る
熱

意
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
対
す
る
理

解
な
ど
を
考
慮
し
、
同
等
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は

対
象
と
し
ま
す
。

②
確
実
な
事
業
お
よ
び
運
営
を
行
う
た
め

の
十
分
な
経
済
基
盤
な
ら
び
に
事
業
に

対
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

③
施
設
を
整
備
す
る
土
地
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
、
そ
の
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
建
物
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め

る
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
平
成
22
年
度
中
（
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
）
に
整
備
が
完
了
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
見
込
め
る
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
各
号

ま
た
は
第
１
１
５
条
の
12
第
２
項
各
号

の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

⑥
市
税
・
法
人
税
な
ら
び
に
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４

の
規
定
に
よ
り
、
佐
久
市
か
ら
指
名
停

止
措
置
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑧
民
事
再
生
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
再
生

手
続
き
を
し
て
い
る
法
人
で
な
い
こ
と
。

　

応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
、
他
法
令
な
ど

で
手
続
き
が
必
要
か
否
か
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
（
建
築
基
準
法
、
都
市
計
画
法
、

消
防
法
、
安
全
衛
生
法
、
労
働
基
準
法
、

そ
の
他
）。

⑶
募
集
要
項
の
配
布
等

配
布
場
所　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
資

格
係

配
布
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
22
日
㈪
（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
き
ま
す
）

※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑷
募
集
要
項
に
関
す
る
質
問
の
受
付

　

募
集
要
項
の
内
容
等
に
関
す
る
質
問
を

次
の
と
お
り
受
付
し
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
き

ま
す
）

受
付
方
法　

質
問
票
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
（
書
留
郵
便
で
、

提
出
期
限
ま
で
の
消
印
の
あ

る
も
の
に
限
り
有
効
と
し
ま

す
）
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
資

格
係

⑸
募
集
要
項
に
関
す
る
質
問
の
回
答

　

質
問
に
関
す
る
回
答
は
、
２
月
17
日
㈬

ま
で
に
メ
ー
ル
で
回
答
し
ま
す
。

⑹
応
募
申
込
書
の
提
出
期
間
お
よ
び

提
出
先

提
出
期
間　

２
月
17
日
㈬
〜
26
日
㈮
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

提
出
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
３
８
５
│
８
５
０
１

佐
久
市
中
込
３
０
５
６　

佐
久
市
高

齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
資
格
係

☎
６
２
│
３
１
５
４
（
直
通
）

※
書
類
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
提
出

に
際
し
て
は
電
話
で
連
絡
の
上
来
庁
願

い
ま
す
。

浅科・望月地域
浅科・望月地区

佐久中部地域
中佐都・高瀬・岸野・
桜井・前山地区

岩村田・東地域岩村田・東地域
岩村田・小田井・平根・岩村田・小田井・平根・
三井・志賀地区三井・志賀地区

岩村田・東地域
岩村田・小田井・平根・
三井・志賀地区

中込・野沢地域
中込・平賀・内山・野沢・
　　　　　　大沢地区

臼田地域
臼田地区

生活圏域名 整備予定数（箇所） 利用定員
浅科・望月地域 １か所 18人（２ユニット）

○認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）（介護予防含む）
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■お申し込み・お問い合わせ
　広報広聴課／市長政策室政策調査係 市民活動担当（市役所4階）
　☎62－2111（内線496）　J63－1680　E‒Mail shiminkatsudou@city.saku.nagano.jp

参加資格 平成22年４月１日現在15歳以上の市内に在住または市内で実際に市民活動を行っている方。
 ※平成22年４月１日現在で18歳に達していない方は、保護者の同意をお願いします。

申込方法 ●参加申込書に必要事項を記入の上、郵送・FAX・Ｅ-Mailでお送りください。
 ●申込書、募集要項は市長政策室政策調査係と各支所総務課窓口、公民館各地区館でお配りする

　ほか、市ホームページからもダウンロードできます。

申込期間 ２月１日㈪～16日㈫
そ の 他 ●参加者の皆さんへの謝礼や交通費等の支給はありません。
 ●第１回ワークショップ以降の日程等は受付後、郵送等でお知らせします。
※詳しくは募集要項をご覧ください。

第１回 研究・検討会議（ワークショップ）
日 時 2月27日㈯ 午後１時30分～４時30分
会 場 コスモホール ２階 会議室

■市民活動に関する研修
●講演
●市民活動サポートセンターの役割（先進事例等）
■ワークショップの趣旨と今後のスケジュールについて
■その他

内 容

　これからの佐久市には、市民の皆さんによ
る公益的な活動が欠かせないものとなってき
ます。
　市では、この市民活動とその活動に必要
な手助けや拠点のあり方について、市民の
皆さんと一緒に学び、考えていくために市民
の皆さんによる研究・検討会議（ワークショッ
プ）を開催します。

一緒に学び、考えましょう！
市民による、市民のための活動ネットワークの拠点創り
市民活動の研究・検討会議（ワークショップ）参加者を募集します

ワークショップとは

　もともとは「作業場」「工房」などを意味しています。ワーク（身体を動かす）＋ショップ（自分でつく
ったものを公開する）、つまり参加者が主体的な学習や体験活動、共同作業を通して多くの人と積極的に交
流することにより、自分自身の中に新しい「気づき」を得ながら意見や事柄をまとめていく会議です。学校
での受身の講義形式とは異なり、参加者自らが積極的に問題意識を持って参加することが望まれています。
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市
で
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
佐
久
市
立
近
代
美
術
館
・
佐
久
市
立
中
央
図
書
館
・
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館

の
３
館
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、
か
つ
、
各
館
の
運
営
に
発
展
的
展
望
と
意
欲
を
持
っ
た
造
詣
の

深
い
人
材
を
求
め
て
、
館
運
営
の
要
と
な
る
館
長
を
公
募
し
ま
す
。

　

こ
の
３
館
は
、
市
民
の
美
術
文
化
の
振
興
を
図
る
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
教
養
を
深
め
る
、
子
ど
も
た

ち
の
科
学
的
探
究
心
を
育
て
る
等
そ
れ
ぞ
れ
に
性
格
の
異
な
る
点
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
市
民
の
た
め
の
社

会
教
育
的
な
役
割
を
担
っ
た
施
設
で
す
。

館
長
を
公
募
し
ま
す

申
込
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
（
基

準
日
は
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

①
年
齢
が
満
65
歳
以
下
の
方

②
博
物
館
法
を
遵
守
し
、
美
術
館
の

果
た
す
役
割
・
理
念
を
尊
重
し
、

佐
久
市
立
近
代
美
術
館
館
長

美
術
館
運
営
に
積
極
的
に
取
組
む

意
欲
・
熱
意
の
あ
る
方

③
学
歴
・
学
芸
員
資
格
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん

任　

期

　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日
（
１
年
任
期
で
、
更
新
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

募
集
人
員

　

１
人
（
佐
久
市
教
育
委
員
会
事
務

局
特
別
職
非
常
勤
職
員
）

報　

酬

　

月
額
20
万
円
程
度
（
通
勤
手
当
は

別
途
市
の
規
定
に
よ
る
）

勤
務
日
数

　

月
12
日
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
休
日
は
不
定
期

申
込
に
必
要
な
書
類

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写
真
付
き
）

※
履
歴
書
の
「
志
望
の
動
機
」
欄
は

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
小
論
文　

題
目
：「
今
果
た
す
美
術

館
の
役
割
」（
４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
５
枚
程
度
）

申
込
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

①
持
参
（
近
代
美
術
館
受
付
窓
口)

②
郵
送
（
〒
３
８
５
│
０
０
１
１

　

佐
久
市
猿
久
保
35
│
５　

佐
久
市

立
近
代
美
術
館
宛
）

申
込
期
限

①
持
参
の
場
合　

２
月
２
日
㈫
〜
26

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月

曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
付
は
し

ま
せ
ん
）

②
郵
送
の
場
合　

２
月
２
日
㈫
〜
26

日
㈮
必
着

【
美
術
館
の
紹
介
】

■
沿
革　

寄
贈
さ
れ
た
「
油
井
一
二
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
昭
和

58
年
開
館
。
平
成
２
年
新
館
を
併

設
し
新
装
開
館
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

近
代
美
術
館　

☎
６
７
│
１
０
５
５

申
込
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
（
基

準
日
は
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

①
年
齢
が
満
65
歳
以
下
の
方

②
図
書
館
法
を
遵
守
し
、
図
書
館
の

果
た
す
役
割
・
理
念
を
尊
重
し
、

図
書
館
運
営
に
積
極
的
に
取
組
む

意
欲
・
熱
意
の
あ
る
方

佐
久
市
立
中
央
図
書
館
長

③
学
歴
・
図
書
館
司
書
資
格
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん

任　

期

　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日
（
１
年
任
期
で
、
更
新
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

募
集
人
員

　

１
人
（
佐
久
市
教
育
委
員
会
事
務

局
特
別
職
非
常
勤
職
員
）

報　

酬

　

月
額
20
万
円
程
度
（
通
勤
手
当
は

別
途
市
の
規
定
に
よ
る
）

勤
務
日
数

　

月
12
日
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
休
日
は
不
定
期

申
込
に
必
要
な
書
類

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写
真
付
き
）

※
履
歴
書
の
「
志
望
の
動
機
」
欄
は

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
小
論
文　

題
目
：「
今
果
た
す
図
書

館
の
役
割
」（
原
稿
用
紙
４
０
０
字

詰
５
枚
程
度
）

■
建
物　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・

一
部
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上

３
階
建
て
。
延
べ
床
面
積
３
７
０

４
・
２
２
㎡
（
展
示
室
６
室
１
４

０
４
㎡
、
収
蔵
庫
４
室
４
４
１
㎡
、

別
館
（
野
沢
会
館
）
収
蔵
庫
１
８

０
㎡
）

■
収
蔵
資
料　

日
本
の
近･

現
代
美

術
作
品
２
，６
７
６
点（
内
訳
：
日

本
画
８
２
５
、
油
彩
画
７
９
２
、

水
彩
画
65
、
素
描
63
、
版
画
１
０

８
、
彫
刻
１
１
５
、
工
芸
２
１
０
、

書
３
９
６
、
そ
の
他
77
、
二
次
資

料
25
（
平
成
21
年
９
月
末
現
在
））
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申
込
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
（
基

準
日
は
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

①
年
齢
が
満
65
歳
以
下
の
方

②
理
科
・
科
学
の
知
識
・
技
術
を
有

し
、
子
ど
も
に
科
学
に
対
す
る
興

味
を
抱
か
せ
、
未
来
館
の
誘
客
増

お
よ
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
方

③
理
科
教
諭
免
許
ま
た
は
博
物
館
学

芸
員
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

資
格
者
に
準
ず
る
能
力
を
有
す
る

方
、
も
し
く
は
科
学
館
等
に
勤
務

経
験
の
あ
る
方

④
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
着
任
で

き
る
方

⑤
土
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務
が
可
能

な
方

任　

期

　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日
（
１
年
契
約
）
※
契
約
更

新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

佐
久
市
子
ど
も
未
来
館
館
長

募
集
人
員

　

１
人
（
佐
久
市
振
興
公
社
嘱
託
職
員
）

報　

酬

　

月
額
24
万
円
程
度
（
通
勤
手
当
は
別

途
公
社
の
規
定
に
よ
る
）

勤
務
日
数

　

月
15
日
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）

申
込
に
必
要
な
書
類

①
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館
館
長
候
補

申
込
書

②
履
歴
書

③
小
論
文　

題
目
：「
今
果
た
す
佐
久

市
子
ど
も
未
来
館
の
役
割
」（
４
０

０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
）

※
①
②
に
関
し
て
は
指
定
の
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
佐
久
市
振

興
公
社
総
務
課
ま
た
は
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.shinkou-saku.or.jp

※
小
論
文
原
稿
用
紙
は
市
販
品
の
も

の
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①
持
参
（
野
沢
会
館
２
階
佐
久
市
振

興
公
社
総
務
課
）

②
郵
送
（
〒
３
８
５
│
０
０
４
３

　

佐
久
市
取
出
町
１
８
３　

佐
久
市

振
興
公
社
総
務
課
宛
）

申
込
期
限

①
持
参
の
場
合　

２
月
１
日
㈪
〜
26

日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

②
郵
送
の
場
合　

２
月
１
日
㈪
〜
26

日
㈮
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
久
市
振
興
公
社
総
務
課

　

☎
６
２
│
０
２
１
４
（
直
通
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

中
央
図
書
館　

☎
６
７
│
２
１
１
１

J

図
書
館
の

庭
か
ら
25

め
で
た
い
花
、

「
フ
ク
ジ
ュソ
ウ

（
福
寿
草
）」

　

日
の
出
が
早
く
な
り
始
め
、
光
に

は
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
鉢
植
え
で
丹
精
込
め

た
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
花
芽
が
、
大
き

く
ふ
く
ら
み
、
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
咲
く
花

　

耐
寒
性
の
あ
る
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の

多
年
草
。
ア
ジ
ア
北
部
か
ら
日
本
の

産
地
に
自
生
。
し
か
し
、
日
本
で
は

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
生
の
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
、
早
春
、

雪
解
け
の
な
か
で
蕾
を
つ
け
ま
す
。

　

そ
し
て
雪
が
消
え
る
こ
ろ
、
葉
に

先
立
っ
て
黄
金
色
の
美
し
い
花
を
開

き
ま
す
。
俗
に
、「
雪
割
草
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
群
生
地
が
保
護
さ
れ

て
い
て
、
花
の
時
期
に
な
る
と
開
放

さ
れ
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縁
起
の
い
い
、
呼
び
名

　

福
寿
草
と
い
う
和
名
の
ほ
か
に
、

元
日
草
、
福
徳
草
、
長
寿
草
、
報
春

花
な
ど
の
名
前
で
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
お
正
月
の
早
い
時
期
か
ら

咲
き
出
す
花
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
旧
暦
の
正

月
の
こ
と
で
、
現
行
暦
で
は
２
月
ご

ろ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

長
寿
草
の
名
は
、
一
日
花
で
は
な

い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
花
が

光
や
温
度
に
敏
感
で
、
閉
じ
た
り
開

い
た
り
を
繰
り
返
し
、
幾
日
も
咲
く

こ
と
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

花
の
少
な
い
早
春
に
、
黄
金
色
に

輝
く
よ
う
に
咲
く
こ
と
か
ら
、
縁
起

の
い
い
花
と
し
て
、
江
戸
の
庶
民
か

ら
愛
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
、
お
正
月

飾
り
の
鉢
花
や
、
寄
せ
植
え
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

花
言
葉
は
「
幸
せ
を
招
く
」
で
す
。

季
語
は
、「
新
年
」

　

そ
の
名
の
持
つ
縁
起
か
ら
新
年
の

花
と
さ
れ
ま
す
。

　

福
寿
草
家
族
の
如
く
か
た
ま
れ
り

（
福
田
蓼
汀
）

　

黄
は
日
射
し
集
む
る
色
や
福
寿
草

（
藤
松
遊
子
）

　

め
で
た
い
花
、
福
寿
草
を
観
賞
し
、

新
春
を
寿
ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

（
岩
村
田　

依
田
豊
）

光を集める花

申
込
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①
持
参
（
中
央
図
書
館
窓
口
）

②
郵
送
（
〒
３
８
５
│
０
０
１
１

　

佐
久
市
猿
久
保
44
│
１　

佐
久
市

立
中
央
図
書
館
宛
）

申
込
期
限

①
持
参
の
場
合　

２
月
２
日
㈫
〜
26

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
月

曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
付
は
し

ま
せ
ん
）

②
郵
送
の
場
合　

２
月
２
日
㈫
〜
26

日
㈮
必
着
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農園所在地 ②北佐久農業高校西側

❷

●　
編み物
教室

至
長
土
呂

北佐久農業高校
●

国道141号

③稲荷町

●
コンビニ

●
銀行

●
食堂

岩村田保育園●

歩道橋

至猿久保

❸

④中込原西第1  ⑨大塚古墳北側
⑤中込原西第2  ⑩大塚古墳西側

●
コンビニ

●工場

コンビニ
●

佐久
郵便局
　●

　　●
アパート

●
診療所

●
古墳

❹

❺❾

10 至石神

至猿久保

至
三
河
田

⑥総合体育館西側第1
⑦総合体育館西側第2

❻

❼

回転寿司 ●

佐久市
総合体育館●

至岩村田

国
道
1
4
1
号

⑧市役所西側第1
⑰市役所西側第3

⑱市役所西側第2

17

❽ 佐久市役所
●

佐久消防署
●

至岩村田

国
道
1
4
1
号

J
R
小
海
線

美
容
院
●

18

⑯野沢中学校南

16

至臼田

●銀行

●野沢郵便局

●
人形店

県
道
本
町　

中
込
停
車
場
線

⑪上の城第1  ⑫上の城第3
⑬上の城第2

佐久教育会館
●

12 11
13

至中込至猿久保

至岩村田小学校

至岩村田商店街

国道141号

⑭岩村田駅南

14

J
R
小
海
線

●
子ども
未来館

岩村田駅 15 家具店
●

至岩村田商店街

● 住吉神社

⑮住吉神社西側

主
要
地
方
道

佐
久・軽
井
沢
線

①一本柳北側

　スーパー
●マーケット❶

至猿久保

岩村田
商店街

●　　　
元森林管理センター

●相生町公会場

J
R
小
海
線

■お問い合わせ　生活環境課生活交通係　☎62－3094（直通）

利用期間 ４月10日㈯～11月30日㈫
利用料金 一区画＝1,500円（前納）
申込資格 佐久市内に住所を有する非農家の方
申込方法 ３月１日㈪～３月12日㈮までに、生活環境課の窓口で申し込みをしてください。

市民農園利用者募集
　佐久市では、非農家の皆さんに、自分の手で野菜等をつくる喜びを味わっていただくことを目的
に、市民農園を開設しています。
　平成22年度の募集内容は、次のとおりです。

農園所在地・区画数・表と略図をご覧ください。
一区画の面積は約50㎡です。

同一の区画で複数の申込みがあった場合は、抽選で決定させて
いただきます。

利用者の決定については、４月10日㈯までに文書にて、お知らせします。

利用者の決定

農園
番号 農　園　名 区画数 農園

番号 農　園　名 区画数 農園
番号 農　園　名 区画数

① 一本柳北側 ８ ⑦ 総合体育館西側第２ 13 ⑬ 上の城第２ 19

② 北佐久農業高校西側 24 ⑧ 市役所西側第１ ８ ⑭ 岩村田駅南 ２

③ 稲荷町 ６ ⑨ 大塚古墳北側 12 ⑮ 住吉神社西側 ９

④ 中込原西第１ ６ ⑩ 大塚古墳西側 ７ ⑯ 野沢中学校南 15

⑤ 中込原西第２ 15 ⑪ 上の城第１ 10 ⑰ 市役所西側第３ 20

⑥ 総合体育館西側第１ 14 ⑫ 上の城第３ 11 ⑱ 市役所西側第２ 13
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　国民年金保険料の納付方法には、保険料をまとめて前払いすることにより割引きされる「前納」や、便利で
お得な「口座振替」「クレジットカード納付」があります。
　１年前納は、口座振替・納付書・クレジットカードなどを利用して納めます。口座振替・クレジットカード納付
をご希望の方は、小諸年金事務所や市役所市民課年金係（支所は住民課市民係）で２月末までに手続きをしてく
ださい（口座振替をご希望の方は、金融機関でも手続きができます）。
　納付書で納める場合は、「前納」と印字された納付書（日本年金機構から送られたもの）で、４月30日までに
納めてください。

■ご注意ください
　口座振替の申し込みには、金融機関届出印が必要です。クレジットカード名義人の続柄が本人・配偶者以
外の場合、電話または文書で同意確認をさせていただく場合があります。

国民年金保険料
お得な1年前納割引制度があります

■お問い合わせ
　小諸年金事務所☎0267－22－1080または市役所市民課年金係☎62－3093（直通）

◆毎月保険料を納めた場合 …………………………… 14,660円×12か月＝175,920円
◆納付書、クレジットカードで１年前納した場合 …… 172,800円（年間3,120円の割引き）
◆口座振替で１年前納した場合 ……………………… 172,230円（年間3,690円の割引き）
※保険料額と割引額は、平成21年度の価格です。平成22年度は変更になる予定ですので、参考にしてください。

１年前納したときの割引額（平成21年度保険料）

　

国
の
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
排
除

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
暴
力
団
員
は
市

営
住
宅
に
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

佐
久
市
営
住
宅
条
例
を
改
正
し
、
次
に
該

当
す
る
方
は
佐
久
警
察
署
に
照
会
し
て
確

認
を
と
り
ま
す
。

①
新
た
に
市
営
住
宅
に
申
込
し
た
方

②
す
で
に
入
居
し
て
い
る
方
と
婚
姻
等
に

よ
り
同
居
し
よ
う
と
す
る
方

③
す
で
に
入
居
し
て
い
て
、
暴
力
団
員
で

あ
る
疑
い
の
あ
る
方

　

照
会
の
結
果
、
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
、
入
居
・
同
居
の
許
可

は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
入
居
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
佐
久
警
察
署
と
連

携
し
て
厳
し
く
市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
請

求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
お
よ
び

周
辺
住
民
の
生
活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保
、

な
ら
び
に
市
営
住
宅
制
度
へ
の
信
頼
確
保

を
目
的
に
、
暴
力
団
員
を
市
営
住
宅
に
入

居
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
公

営
住
宅
と
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所

得
者
に
対
し
て
低
廉
な
家
賃
で
供
給
す
る

住
宅
で
あ
り
、
公
営
住
宅
法
に
規
定
さ
れ

た
収
入
基
準
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
暴
力
団
員
は
、
暴
力
団
活
動
に

よ
り
違
法
・
不
当
な
収
入
を
得
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告

を
正
確
に
し
て
い
る
か
不
明
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
公
営
住
宅
法
お
よ
び
佐
久
市
営

住
宅
条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
を
満
た
し

て
い
る
と
判
断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、

入
居
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
な
者
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
入
居
者
や
近
隣

住
民
の
平
穏
な
生
活
を
妨
害
す
る
行
為
を

行
う
お
そ
れ
が
高
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
以
前
か
ら

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
入
居
資
格
に
、

「
入
居
申
込
者
お
よ
び
そ
の
同
居
者
と
な

る
方
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
」
を
入

居
条
件
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

12
月
の
市
議
会
定
例
会
議
に
お
い
て
審
議

い
た
だ
い
た
結
果
、
平
成
22
年
１
月
１
日

付
け
で
佐
久
市
営
住
宅
条
例
を
改
正
し
、

な
お
一
層
、
市
民
生
活
の
安
全
の
向
上
に

つ
い
て
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係　

☎
６
２
│
３
４
３
０
（
直
通
）

「
市
営
住
宅
」

暴
力
団
員
お
こ
と
わ
り
！

１年前納のほかに６か月前納や早割りの制度もあります。詳しくは、お問い合わせください。
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XXXXXXXXXXXXXXXX
2月

災害に備え、さまざまな訓練を実施災害にに備え ささまざまなな訓練を実施
　８月29日、望月総合グラウンドにおいて、佐久市総合８月299日 望月総合合グラウンドドにお て 佐佐久市総合

防災訓練を実施しました。当日は、市民・消防団・関係防災訓練練を実施しましした 当日はは 市民・消防防団・関係

団体の皆さんなど約1,700人が参加し、万一の災害に備団体 皆 んな 約 , 参参加 、万 災害 備

えて、真剣に取り組んでいました。

上原の鳥追い祭り
　浅科上原地区で１月３日、江戸時代から続

くとされる、鳥追い祭りが行なわれました。雪

の降る中、地元の小中学生が、獅子舞いや御

幣（おんべい）を先頭に、笛や太鼓の音に合

わせて歌いながら、道祖神を祭った宮屋台を

引き回しました。

紫外線対策に関する
懇談会を開催

　12月19日、市内の保育園・幼稚園、小・中

学校の関係者の皆さん出席のもと、紫外線対策

に関する懇談会を開催しました。当日は、今後

の子どもたちへの紫外線対策に関する施策に

ついて、市と出席者が意見交換を行いました。

学校給食に
佐久市産米の米粉パン

　食育推進事業の一環として、地産地消の取り

組みとあわせ、学校給食で佐久市産米の米粉

パンを提供しています。コッペパンとの価格差は

市が補てんし、２月までに市内全公立小中学校

の給食で４～５回提供します。
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XXXXXX2

将棋で全国大会へ
　1月28日～30日に山口県で開催される第18回全国

高等学校文化連盟将棋新人大会に出場する佐
さ

藤
とう

直
なお

樹
き

さん、内
うち

堀
ぼり

結
ゆい

さん、井
い

出
で

みず希
き

さん（岩村田高校）、

田
た

中
なか

志
し

歩
ほ

さん（野沢北高校）、堀
ほり

篭
ごめ

真
ま

理
り

子
こ

さん（野

沢南高校）が、12月24日に市役所を訪れ、柳田市長

に大会での健闘を誓いました。

佐久総合病院再構築にかかる
中込地区説明会を開催

　佐久総合病院の再構築計画で、中込中央区に建設を

予定している（仮称）基幹医療センターの建設概要等に

ついて、12月10日～22日に中込中央区周辺の皆さんを対

象とした説明会を開催し、市と病院から説明をしました。

佐久市で「ミニジョブカフェ」を開催
　12月18日、若年求職中の皆さんを対象にした「ミニジ

ョブカフェ」が開催されました。午前のセミナーには27人、

午後の個別相談会には定員一杯の８人の参加がありまし

た。この開催が、一人でも多くの就職につながればと考え

ています。

ＪＩＣＡアフガニスタン事務所長に
　国際協力機構のアフガニスタン事務所長に就任し

た花里信彦さん（志賀出身・50歳）が、１月５日に市

役所を訪問し、柳田市長・並木議会議長に、現在も戦

闘が続くアフガニスタンの状況や所長就任の意気込み

を語りました。

ＪＩＣＡシニアボランティアでパナマ国へ
　シニア海外ボランティアとして１月５日からパナマ国教

育省エンジニアリング建設局に配属される難波昭朗さん

（印内・67歳）が、12月16日に市役所を訪問し、柳田市

長にパナマ国での活動内容と抱負を述べました。
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■お問い合せ　選挙管理委員会　☎62－3502（直通）

「
東
幹
線
・

市
道
Ｓ
３
│
１
号
線
」が
開
通

　

東
幹
線
・
市
道
Ｓ
３
│
１
号
線
の

開
通
式
を
、
12
月
22
日
に
家
畜
改
良

セ
ン
タ
ー
（
旧
長
野
牧
場
）
前
に
新

し
く
整
備
さ
れ
た
市
道
で
行
い
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
渋
滞
の
解
消
と
老
朽
化

し
た
舗
装
の
改
良
を
目
的
に
、
佐
久

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
入
り
口
か
ら
家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
横
の
交
差
点
周
辺
ま

で
の
間
の
東
幹
線
に
つ
い
て
拡
幅
改

良
工
事
を
行
い
、

併
せ
て
市
道
Ｓ

３
│
１
号
線
の

改
良
に
よ
り
、

近
接
し
て
危
険

な
状
況
で
あ
っ

た
交
差
点
の
改

良
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
て
き
た
白
樺
並
木
の
通
り
は
、

今
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
散
策

道
と
し
て
の
利
用
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
開
設
さ
れ
た
道
路

に
は
、
花
粉
の
少
な
い
白
樺
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。
将
来
は
今
以
上
に
見

事
な
白
樺
並
木
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

道
路
建
設
課　

☎
６
２
│
３
３
８
１
（
直
通
）

※工事の完了は２月上旬の予定です。
もうしばらく、ご協力をお願いします。

政治・選挙講演会
日 時 ２月５日㈮午後1時30分～3時

（開場午後１時）
会 場 佐久市研修センター

平成21年度明るい選挙啓発ポスター県審査小学校の部佳作　浅田珠里さん（浅科小学校６年）

演題 「～これからの日本の行方～
歴代総理の通信簿」

講師 八
や わ た

幡 和
か ず お

郎
政治経済評論家、コーポレートガバナンス協会理事
徳島文理大学教授、出演番組「朝まで生テレビ」
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平山郁夫作品展示室

池田満寿夫「佐久讃歌」

文化施設紹介❾ 佐久市立近代美術館
 油井一二記念館

　

佐
久
市
立
近
代
美
術
館
は
、
昭
和
52

（
１
９
７
７
）
年
に
寄
贈
さ
れ
た
「
油
井
一

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
も
と
に
、
佐
久
に

ゆ
か
り
の
多
く
の
人
々
の
熱
意
と
協
力
に

よ
り
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
５
月
に
、

県
立
駒
場
公
園
の
一
角
に
開
館
し
ま
し
た
。

「
油
井
一
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
佐
久

市
出
身
の
故
・
油
井
一
二
氏
が
50
年
に
わ

た
り
蒐
集
し
た
近
・
現
代
日
本
の
美
術
作

品
で
、
日
本
画
を
中
心
に
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
現
代
美
術
の
各
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
平
山
郁
夫
の
１
９
５
９
年

開館時間･ 休館日
●開館時間 午前９時30分～午後５時
●観 覧 料 一般500円（400円）
 高校・大学生400円（300円）
 小・中学生250円（200円）
 ※（　）内は、20人以上の団体料金
●休 館 日 毎週月曜日(祝日の場合は開館)、
 12月29日～１月３日、展示替期間
●所 在 地 佐久市立近代美術館
　 〒385－0011
 佐久市猿久保35-5（駒場公園内）
 ☎67－1055
ホームページ：佐久市ホームページ内にあります。

141

小
海
線

小
海
線

小
海
線

佐久平駅佐久平駅佐久平駅

岩村田駅岩村田駅岩村田駅

北中込駅北中込駅北中込駅

至臼田

（家畜改良センター）

（相生町南）

（中込原南）

（相生町）

（三河田工業団地）

（石神）

（信州短期大学入口）

（猿久保）（猿久保）（猿久保）
（駒場公園入口）

　●　
佐久市立
近代美術館

（住吉町）

（岩村田）

（佐久警察署前）

（住吉町西）

（子ども未来館）（浅間中学校西）
（佐久平駅南）

（佐久平駅東）
（長土呂南）

の
作
品
「
仏
教
伝
来
」
な
ど
、
作
家
の
比

較
的
初
期
の
作
品
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
で
す
。
美
術
館

開
館
後
も
、
油
井
氏
を
は
じ
め
多
く
の
作

家
、
所
蔵
家
に
よ
る
作
品
の
寄
贈
に
よ
り
、

現
在
で
は
約
２
，
７
０
０
点
、
１
，
０
０

０
人
の
作
家
の
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
３
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

約
３
，
７
０
０
㎡
、
展
示
室
が
各
階
に
２

室
あ
り
、
計
６
室
の
展
示
室
お
よ
び
各
階

ロ
ビ
ー
等
に
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
約
１
，
３
０
０
㎡
は
、
増
改
築
を

経
て
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

４
月
に
新
装
開
館
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
新
装
開
館
に
あ
わ
せ

て
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
正
面

に
池
田
満
寿
夫
の
陶
壁
「
佐
久

讃
歌
」
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、

故
・
吉
沢
國
雄
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
明
〜

清
時
代
の
中
国
陶
磁
器
42
点
が
、
１
階
特

別
展
示
室
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
度
に
は
、

故
・
小
林
恒
一
氏
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
95
点
が
一
括
寄
贈

さ
れ
、
所
蔵
品
に
厚
み
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
で
は
年
間
５
〜
６
回
の
展
覧
会

を
開
催
し
、
常
時
１
０
０
点
以
上
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
随
時
、
講

演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
の
美
術
愛
好
者
を

対
象
に
し
た
公
募
展
「
佐
久
平
の
美
術
展
」、

佐
久
市
児
童
生
徒
写
生
大
会
お
よ
び
美
術

展
、
ま
ち
じ
ゅ
う
美
術
館
、
美
術
館
友
の

会
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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Information佐久市立近代美術館  展 覧 会 の お 知 ら せ

青春青春夢トークトーク
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❶自己紹介をお願いします。
　金物、建設・建築資材等販売しています。色々なお
客様との出会い、交わりを大切にすると共に、住宅、
高速道路等の資材を納品し、完成した現場を見る度に
喜びを感じます。祖父の代から創業88年目の当店で
す。創業100年を目指して日々精進していきたいです。

❷これからの街づくりに望むことは？
　商店街の良さは、子ども達が一人でも自由に行き来
できる所だと思います。当店もふまえて、もっと子ど
も達に魅力ある商品を提供できればと思います。
今後も地域の皆さんで支え合う目を持つことで、子ど
も達が見守られている安心感を持ち、いきいきと暮ら
すことができる街になるといいなと思います。

本多晃茂さんから紹介された
 こ やま  あつし

小 山 　 淳 さん
（金物小売業・岩村田）

　今、一番楽しいことは「残り少ない高校生活を、友達
と楽しく過ごすことです」と話す櫻井政実くん。北佐久
農業高校に通う17歳です。
　市内の菓子店への就職が内定した櫻井くん。｢自分の
夢をかなえるため、地元を離れてしまう友達もいます。
そんな友達と楽しい時間を過ごしたいです｣ とのこと。
　そんな櫻井くんの将来の夢は、自分のアイデアで作っ
たお菓子を、地元の人たちに食べてもらうこと。「小さ
なころ誕生日やクリスマスに食べたケーキは、家族の大
切さを実感させてくれる魔法のケーキでした。食べた人
が笑顔になれるような自分なりのお菓子を作りたいと思
っています」と話してくれました。

趣味…スポーツ

住所…塚原

 さくら い まさ  み

櫻 井 　 政 実 くん
北佐久農業高校３年

■休館日　２月１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪、３月１日㈪
■開館時間　午前９時30分～午後５時
■観覧料　一般500（400）円/高校・大学生400（300）円/小・中学生250（200）円　※(　 )内は20人以上の団体料金

■お問い合わせ 佐久市立近代美術館（駒場公園内）
 ☎67－1055

■展覧会ガイドツアー ２月11日㈫、３月７日㈰　午後２時～（40分程度）

3月7日㈰まで
収蔵作品展Ⅳ日本画のモダニズムと現代／自然、感性、躍動
　大正、昭和、戦後へとめまぐるしく移り変わる時代に生きた個性派の日本画の作家たち。光彩を放ちな
がら活気を取り戻していった日本画の軌跡を、佐久市立近代美術館のコレクションでたどります。そして、

この時代を生きたひとりの画家、長野にもゆかりの深い東
ひがし

山
やま

魁
かい

夷
い

の作品
を特別展示。香川県立東山魁夷せとうち美術館の企画・協力で、詩情豊
かに開催中。

■展示作家（順不同・敬称略）
川﨑小虎・加山又造・小倉遊亀・髙山辰雄・橋本明治・下田義寛・小野
竹喬・川﨑鈴彦・奥村土牛・鈴木竹柏・稗田一穂・東山魁夷・三輪
晁勢・田渕俊夫・荘司福・秋野不矩・松本榮・岡信孝・小山大月・樋笠
数慶・横山操・片岡球子・山口華楊・佐藤太清・結城素明・吉岡堅二 東山魁夷「月出づ」（リトグラフ）
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2 如
きさらぎ

月

大人への第一歩
　１月３日、平成 22年佐久市成人式が駒場公園内の
佐久創造館において、新成人 880 名が出席し執り行
われました。
　式典は柳田清二佐久市長の式辞、並木茂徳佐久市
議会議長の祝辞に続いて、新成人の謝辞および意見
発表があり、厳粛のうちに終了しました。
　記念公演は４人グループ（内佐久市出身３名）ロ
ックバンド「バックフリップ」による祝賀コンサー
トが行われ、新成人の門出を祝福しました。
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平
成
22
年

成
人
式

式　

辞
市
長　

柳
田　

清
二

　

輝
か
し
い
平
成
22
年
の
新
春
を
迎
え
、

こ
こ
に
佐
久
市
成
人
式
を
挙
行
す
る
に

あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
皆
さ
ん
が
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
さ
れ
、
立
派
に
成

人
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
家
族

の
皆
様
と
と
も
に
、
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
既
に
社
会
人
と

し
て
立
派
に
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
も

あ
れ
ば
、
ま
た
、
学
窓
に
あ
っ
て
勉
学

に
専
念
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
将
来
へ
の
夢
を
い

だ
き
、
希
望
に
燃
え
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
な
お
一
層
の
知
識
の
習
得
や

社
会
経
験
を
積
ま
れ
、
豊
か
な
識
見
、

健
全
な
身
体
と
、
高
い
情
操
と
を
合
わ

せ
持
ち
、
責
任
を
自
覚
し
た
立
派
な
社

会
の
一
成
年
者
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

は
、
平
成
最
初
の
年
と
、
平
成
２
年
に

生
を
受
け
ら
れ
た
方
々
で
す
。
皆
さ
ん

が
誕
生
さ
れ
た
当
時
を
顧
み
ま
す
と
、

世
界
で
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、

翌
年
の
統
一
ド
イ
ツ
誕
生
と
い
う
、
東

西
冷
戦
構
造
の
終
結
に
繋
が
る
年
と
な

り
ま
し
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
年

号
が
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
新
た
な
時
代

の
幕
開
け
と
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

翌
平
成
２
年
は
、
日
本
人
初
の
宇
宙
飛

行
士
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
す
る
な
ど
、
激
動
の
時
代
の

始
ま
り
と
も
言
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
佐
久
地
域
で
は
、
北

陸
新
幹
線
の
建
設
工
事
起
工
式
が
行
わ

れ
、
翌
年
の
フ
ル
規
格
新
幹
線
建
設
決

定
へ
と
な
る
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

佐
久
市
は
、
こ
の
恩
恵
に
浴
し
て
、

現
在
多
方
面
で
成
長
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
一
昨
年
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
シ

ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
、
世
界
的
な
規

模
で
の
経
済
不
況
に
よ
り
、
地
域
経
済

も
様
々
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
両
親
は
、
な
ん
度
も

こ
の
よ
う
な
経
済
変
動
や
、
社
会
環
境

の
変
化
を
経
験
さ
れ
、
荒
波
を
乗
り
越

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
中
に
あ
っ
て
も
、

多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
そ
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
た
時
こ

そ
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
や
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
ご

両
親
や
先
輩
・
友
達
に
相
談
し
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
17
年
４
月
、
10
万
都
市

「
新
・
佐
久
市
」
が
誕
生
し
、
間
も
な
く

満
５
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

佐
久
市
は
４
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
築

か
れ
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
礎
の
上
に

立
ち
、
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、
昨
年
４
月
に

市
民
の
皆
様
に
ご
支
援
を
賜
り
、
市
長

に
就
任
し
て
８
か
月
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
公
約
と
し
て
市
民
の

皆
様
に
お
約
束
し
た
「
世
界
最
高
健
康

都
市
の
構
築
」「
安
心
安
全
な
子
育
て
支

援
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
交
流
人
口

の
創
出
」「
徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ
る

市
民
参
加
型
市
政
の
実
現
」
と
い
う
５

つ
の
大
き
な
施
策
の
柱
を
中
心
に
据
え
、

市
政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
若
干
触
れ
ま
す
と
「
世

界
最
高
健
康
都
市
の
構
築
」
は
、
皆
さ

ん
が
、
健
康
で
夢
の
あ
る
生
活
を
し
て

い
く
ま
ち
に
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
浅

間
総
合
病
院
と
佐
久
総
合
病
院
を
核
と

し
て
、
市
内
医
療
機
関
の
連
携
を
図
り
、

将
来
に
わ
た
り
安
心
で
き
る
医
療
体
制

を
整
え
る
た
め
、
現
在
様
々
な
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

謝　

辞
臼
田　

山
下　

裕
騎

　

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
開
催
し
て
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

柳
田
市
長
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
皆
さ

ま
よ
り
あ
た
た
か
い
ご
祝
辞
並
び
に
記

念
品
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
見
守
り
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
並
び
に
地

域
の
皆
様
方
に
も
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
成
人
に
な
る
と
何
が
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
お
酒
・
た
ば
こ
が
買
え

る
よ
う
に
な
り
、
選
挙
権
も
手
に
し
ま

す
。
ま
た
様
々
な
こ
と
が
法
的
に
許
可

さ
れ
、
未
成
年
の
時
に
あ
っ
た
制
限
が

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

こ
と
が
私
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

か
と
聞
か
れ
た
ら
、
答
え
は
否
で
す
。

成
人
と
い
う
一
つ
の
節
目
に
「
何
か
が

変
わ
る
」
と
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、

「
自
分
が
変
え
る
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
新

　
「
安
心
安
全
な
子
育
て
支
援
」
で
は
、

休
日
小
児
科
救
急
医
療
体
制
を
確
立
し
、

小
中
学
校
の
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」と「
交

流
人
口
の
創
出
」
に
つ
い
て
は
、
佐
久

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
と
売
り
込
み
を
図
り
、

「
地
産
地
消
」
の
推
進
な
ど
の
ほ
か
、
地

域
の
産
業
振
興
を
図
り
、
ま
た
、
交
流

人
口
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
地

域
資
源
の
活
用
に
よ
り
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ

る
市
民
参
加
型
市
政
の
実
現
」
を
願
っ

て
、
郷
土
を
よ
り
良
き
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
、
市
民
が
自
ら
考
え
行
動
実

践
す
る
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
市

の
保
有
す
る
情
報
を
市
民
と
の
共
通
財

産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
徹
底

し
た
情
報
公
開
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
佐
久
市
に
対
し
、
大

い
に
若
さ
あ
ふ
れ
る
叡
智
と
情
熱
を
注

い
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
発
展
、
市
の

発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
佐
久
市
か
ら
出
ら
れ
た
方
も
、

ふ
る
さ
と
佐
久
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
様
々

な
面
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
本

日
の
成
人
式
を
節
目
と
し
て
、
成
人
と

し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
決
意
を

新
た
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
未
来
が
前
途
洋
々
と
し

た
輝
か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

祝
福
を
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。
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cc

意
見
発
表

二
十
歳
を
迎
え
て

望
月　

市
川　

輝
彦

　

私
は
高
校
卒
業
後
、
幼
い
頃
か
ら
続

け
て
い
る
剣
道
を
よ
り
深
く
学
び
た
い

と
思
い
、
武
道
を
軸
に
し
て
い
る
４
年

制
の
体
育
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
親

元
を
離
れ
て
、
一
人
暮
ら
し
が
始
ま
り
、

掃
除
や
料
理
な
ど
全
て
を
自
分
で
や
る

よ
う
に
な
っ
て
、
親
と
い
う
存
在
が
す

ご
く
有
難
く
、
大
変
な
立
場
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
食
事

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
を
親
は
当
た
り

前
に
こ
な
し
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に

経
験
し
て
み
て
、
親
の
有
難
み
を
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
、

こ
の
佐
久
に
帰
る
た
び
に
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　

私
の
大
学
で
は
、
武
道
が
軸
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
み
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に

目
を
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
競
技
が
発
展
し
て
き

た
の
か
、
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
な
が

り
な
ど
を
学
び
、
ま
た
、
実
技
の
授
業

が
行
わ
れ
、
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
ス

ポ
ー
ツ
で
も
基
礎
か
ら
細
か
く
指
導
さ

れ
、
試
合
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
学
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
剣
道
は
世
界

に
目
を
向
け
、
国
際
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
海
外
研
修
や
交
換
留
学
生
と
い

っ
た
制
度
を
導
入
し
、
剣
道
と
い
う
も

の
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

自
分
た
ち
が
剣
道
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
理
解
し
、
指
導
力
を
つ
け
る
と
い

っ
た
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
成
長
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
卒
業
ま
で
あ
と
２
年
あ
り
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
の

方
の
話
を
聞
く
と
、
資
格
な
ど
重
視
さ

れ
、
す
ぐ
に
使
え
る
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
景
気
の
ま

ま
で
は
困
難
に
な
る
こ
と
が
明
確
だ
と

思
い
ま
す
。
今
の
段
階
で
自
分
に
足
り

な
い
も
の
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
夢
を
叶

え
る
た
め
に
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
様
々
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
諦

め
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
、
成

長
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
、
平
成
生
ま
れ
の
私
た
ち

が
二
十
歳
を
迎
え
大
人
社
会
の
一
員
と

な
れ
た
の
は
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
の
一
員

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

二
十
歳
の
決
意

 　
　

浅
科　

山
浦　

桜

　

私
は
、
中
学
生
の
時
か
ら
将
来
子
ど

も
と
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
校
卒
業
後

も
そ
の
思
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
幼

児
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
校
生
活
で
は
同
じ
夢
を
持
っ
た
者
同

志
が
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
実
習
で
の

不
安
や
楽
し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
同
じ
夢
を
持
っ
て
い
る
仲

間
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
見
方
を

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
て
、
自
分
の
考

え
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
自
身
を
高
め
つ
つ
良
い

人
間
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、学
校
の
実
習
で
は
様
々

な
施
設
へ
行
き
、
実
践
的
な
内
容
を
見

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
育
実

習
で
は
、
保
育
者
の
代
わ
り
と
し
て
子

ど
も
達
の
前
に
立
つ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
は
子
ど
も
達
全
体
の
安

全
へ
の
配
慮
や
支
援
、
援
助
す
る
こ
と

の
難
し
さ
と
責
任
感
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、子
ど
も
達
と
関
わ
る
こ
と
で
日
々

の
生
活
の
中
か
ら
成
長
し
た
子
ど
も
の

姿
に
気
が
つ
い
た
時
、
嬉
し
さ
を
感
じ

成人式司会の
アシスタント

成
人
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
漠
然
と
で
も
考
え
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。「
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
こ
な

し
て
い
る
」「
温
か
い
家
庭
を
持
っ
て
い

る
」
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
理
想
の
「
か

っ
こ
い
い
大
人
像
」
を
心
の
中
に
も
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
日
に
、

自
分
た
ち
の
そ
の
「
大
人
像
」
を
も
う

一
回
み
つ
め
て
、
そ
れ
に
近
づ
く
た
め

に
今
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
な

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。「
語
学
を
学
ぶ
」「
マ
ナ
ー
・
作

法
を
身
に
つ
け
る
」「
資
格
を
と
る
」
な

ど
、
で
き
る
こ
と
は
沢
山
あ
り
、
こ
れ

も
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
沢
山
あ
る
う

ち
の
一
つ
で
い
い
か
ら
成
人
と
い
う
機

会
を
生
か
し
て
手
を
つ
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
私
の
好
き
な
作
家
伊
坂
幸

太
郎
さ
ん
の
作
品
の
中
に
こ
の
よ
う
な

セ
リ
フ
が
あ
り
ま
す
。「
俺
は
生
ま
れ
て

こ
の
方
、
ダ
サ
か
っ
た
こ
と
な
ん
て
一

度
も
な
い
ん
だ
よ
」
こ
ん
な
言
葉
を
語

れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
こ
こ
で
二
十
歳
を
迎
え
た
仲
間
を

良
き
相
談
相
手
で
あ
る
と
共
に
良
き
ラ

イ
バ
ル
と
し
て
刺
激
し
合
っ
て
「
理
想

の
大
人
像
」
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
そ
の
中
で
道
か
ら
そ
れ
る
時
や

迷
う
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時

は
助
言
や
ご
指
導
を
皆
様
よ
り
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
謝
辞
と
い

た
し
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
実
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

最
も
印
象
に
残
っ
た
実
習
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
知
的
障
が
い
者
施
設
で
の
実

習
で
す
。
初
め
て
障
が
い
を
も
っ
た
方

と
関
わ
っ
た
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
や
専
門
知
識
の
足
り
な
さ

に
気
付
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
で
気

持
ち
が
通
じ
合
い
、
笑
顔
が
返
っ
て
き

た
時
の
喜
び
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で

し
た
。
今
ま
で
幼
児
に
つ
い
て
学
ん
で

き
た
私
で
す
が
、
こ
の
体
験
を
通
し
て

障
が
い
に
関
す
る
分
野
へ
進
み
た
い
と

思
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
専
門
知
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
利
用
者
さ
ん
と
共

に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
気
持
ち
の
理

解
を
よ
り
深
め
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

合
い
を
大
切
に
し
社
会
復
帰
へ
の
支
援

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
ど
ん
な
時
で
も
支

え
て
く
れ
た
家
族
や
先
生
、
友
人
に
感

謝
し
つ
つ
、
今
後
の
人
生
を
豊
か
に
し
、

ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
を
心
が
け
大
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

中澤和子さん（東）
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野沢地区  
佐久の味、鯉料理
　１2月16日郷土食の鯉料理の講座を開きました。
　昔から作られている料理ですが、美味しく作るコツ
を覚えようと20名の参加者で「あらい」「うま煮」「あ
ら汁」等に挑戦しました。これら定番料理の他に、「あ
らい」をカルパッチョ風に、内臓を塩辛にと珍しいメ
ニューを、臼田義之講師に教えていただきました。
　飛び跳ねる鯉と格闘したり、美味しい料理を食べた
りと楽しい時間を過ごしました。

浅間地区  
盛会に行われた文化祭
　11月14、15日の２日間にわたり、常田公民館におい
て文化祭が開催されました。
　役員や区民の皆さんの熱意と協力により行われた文
化祭に、区内外から270人の方が来館され、作品ひとつ
ひとつに感心し見入っていました。
　会場には書道、絵画、菊花、工芸など各ジャンルから
230点の力作が展示され、出品者の趣味や隠れた才能
が発見された２日間でした。

中込地区  
華やかに、楽しく
　「勤労感謝の日」に定めて、恒例となった北耕地区
民文化祭も今回で28回目を迎えました。
　全区民の参加をと、昨年の反省事項を参考に進めて
きました。
　当日は多くの区民の皆さんが参加し、幅広い種目に
おいて趣味を生かした展示やステージ発表がありまし
た。天候にも恵まれ、感動の連発で素晴らしい一日に
なりました。

東地区  
ふるさとの夜空に美と愛を
　有志10数名で、地域活性化と癒しのために、旧志賀小学
校後のヒマラヤスギにイルミネーションを飾って今年で12
年を迎えます。その特徴は、14メートルの高さとその脇に掲
げる標語にあります。標語は毎年変え、今年は初めて漢字で
「愛」となりました。これは地域の皆さんへの応援歌であり
癒しの言葉でもあります。今では、ドールハウス等を寄贈し
ていただく他沢山の励ましの言葉をいただいています。み
なさんの喜ばれる顔を想像しながら今年も飾りました。
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浅科地区  家族の健康を考えた
おやつとお惣菜を学ぶ

　夫婦えんまん料理教室がスタートして５年目を迎えま
す。ご夫婦での参加が少ないのが残念ですが、総勢26
名の皆さんが２班に分かれて学習しています。
　12月10日に行った米粉のケーキ作りとスペアリブの
グリルは、健康を考えたおやつと、お惣菜に最適な栄養
価満点のメニューでした。
　講師の内田すみ江さんの分かりやすいレシピとユーモ
アを交えた説明に、教室はいつも和やかなムードです。

望月地区  
竹の良さを生かして
　12月６日竹細工愛好会の皆さんを講師に迎え「物づ
くり竹細工教室」を開催しました。
　今回は「いかだ組フルーツかご」と「六角編みフルー
ツかご」の２種類の中から自分で選び、作品を作りま
した。
　最初はおぼつかない手つきでしたが、先生方の指導
により時間も忘れるくらい夢中で編み上げました。そ
して、各自オリジナルのフルーツかごが完成しました。

臼田地区
地域のまとまり、仲よしがなにより
　臼田中町地域では、「年忘れ親睦交流会・作品展」
が集会場で開かれ大勢の区民が集まりました。
　作品展は今回初めての試みで、地域のみなさんの力
作が並べられました。交流会では、オープニングに尺
八の伴奏で「北国の春」を全員合唱したり、レクゲー
ムやカラオケなどで楽しいひと時を過ごしました。
　「地域の皆さんがまとまって仲良く毎日元気で過ごせ
れば」と井出地域公民館長は話していました。

得意の分野を持つ人を登録します「佐久市生涯学習リーダーバンク」
 佐久市公民館では市民の多様な生涯学習活動を支援するため、地域に存在する指導者及び専門分野の知識を有す
る方を「佐久市生涯学習リーダーバンク」に登録し、その情報を市民に提供しています。
　このリーダーバンクに登録することができる要件は、市内に在住または勤務し、自己の知識・技術・技能及び経
験等を活かして、市民のために奉仕しようとする熱意を持った方とします。
　登録方法は、個人・団体、自薦・他薦を問いませんが、登録申込書を公民館本館または、各地区館に提出してく
ださい。
　受付は２月１日から３月31日までとし、登録者を、市の公式ホームページに掲載し随時更新しながら活用を図っ
てまいります。
　趣旨をご理解いただき、多くの皆さんの登録をお願いします。（尚、詳しくは公民館本館及び各地区館にお問い合
わせください）。
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シリーズ
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シリーズ

互
の
心
を
持

ち
合
っ
て
感

性
を
磨
き
あ

う
本
当
に
す

て
き
な
仲
間

で
す
。
毎
日

の
暮
し
の
中

か
ら
生
れ
る

短
歌
を
こ
れ

か
ら
も
こ
の

す
て
き
な
仲

間
と
の
精
進

と
、
こ
の
暖

か
い
輪
の
中
に
多
く
の
方
々
の
御
参
加

を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

　

九
八
才
に
な
る
義
母
が
足
を
骨
折
し
て
い
る
の
で
、
県
内
Ｃ
市
の
中
央
病
院

に
見
舞
い
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
病
棟
の
廊
下
に
立
ち
止
ま
っ
て
、
さ
て

病
室
は
ど
こ
だ
ろ
う
と
辺
り
を
み
ま
わ
し
て
い
る
と
、「
ど
な
た
の
お
見
舞
い
で

す
か
。」
と
、
近
く
に
い
た
看
護
師
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
○
○

な
の
で
す
が
」
と
言
う
と
、「
○
○
さ
ん
は
三
十
一
号
室
で
す
よ
。」
と
す
ぐ
に

教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
入
院
患
者
の
中
で
、
名
前
を

覚
え
て
い
て
く
れ
る
こ
と
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

義
母
は
丁
度
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
で
、
機
能
回
復
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。
顔

の
色
つ
や
も
良
く
、
思
い
の
ほ
か
元
気
そ
う
で
す
。
訓
練
室
に
入
っ
た
私
た
ち

に
は
目
も
く
れ
ず
、
立
つ
、
し
ゃ
が
む
、
歩
く
の
動
作
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
何
か
楽
し
そ
う
で
生
き
生
き
と
さ
え
し
て
い
ま
す
。
長
引
く
入

院
生
活
に
疲
れ
て
い
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
姿
に
は
驚

き
で
し
た
。
ど
う
や
ら
、
若
い
男
性
訓
練
士
さ
ん
が
お
気
に
入
り
の
よ
う
で
す
。

訓
練
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
わ
け
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
○
○
さ
ん
、
自
分
で
立
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
す
る
か
ら
ね
。」

「
痛
み
は
ど
う
？
」
と
、
訓
練
の
目
的
と
動
作
と
の
関
連
、
骨
折
の
回
復
状
態

を
確
か
め
な
が
ら
実
に
て
い
ね
い
に
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん

な
に
自
分
の
こ
と
を
解
っ
て
く
れ
る
先
生
だ
か
ら
、
や
る
気
も
湧
い
て
く
る
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
後
、
病
室
に
戻
り
ま
し
た
。
ふ
と
窓
を
見
る
と
窓
ガ
ラ
ス
の
内

側
に
は
、
カ
ー
テ
ン
で
な
く
障
子
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
病
室
に
何
で
障
子

な
の
か
と
し
ば
ら
く
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
障
子
が
あ
る
と
自
宅
に
居
る
よ

う
で
も
あ
り
、
旅
館
に
泊
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

隣
の
ベ
ッ
ト
の
患
者
さ
ん
が
同
じ
家
族
の
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
の
で
す
。

　

こ
の
病
院
で
は
、
全
て
が
患
者
さ
ん
の
回
復
の
た
め
に
あ
る
の
だ
な
。
私
た

ち
見
舞
い
に
来
る
人
で
さ
え
、
患
者
さ
ん
を
支
え
力
づ
け
て
く
れ
る
大
事
な
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
見
て
い
て
く
れ
る
の
だ
な
と
感
じ
た
の
で
す
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員  

安
川
叡
春
）

あ
る
病
院
で

　２つの“宝物”が永い役目を終えて、引出しの片隅に
置かれている。どちらも転居のたびに紛失と廃棄の危機
を免れてきた。
　ひとつは埃と汗が染みついた古い腕時計だ。「SEIKO
チャンピオン」というぜんまい仕掛けのレトロものだ。
高校に入った夏休みは朝夕毎日蚕の桑取りだった。繭が
売れると親が５千円くれた。貧しい農家には痛い出費だ
ったにちがいない。季節遅れの入学記念品をやっと手に
したときは、にわかに大人びたような気がした。あの真
夏の草いきれと心地よい疲労感が鮮明に懐かしく蘇る。
　２つ目は「パイロットエリート」の万年筆だ。確か小
生が中学のとき、高校生だった兄が使っていたものだ。
キャップには無数の傷がついていてスポイト式のゴムは
劣化してその原形を留めない。ボールペンが出回り始め
る４, ５年前の代物だが、今でも十分に味わいある文字
を醸し出す。なぜかこのペンを握ると、希望と不安の狭
間を揺れ動いていたほろ苦き青春時代を彷彿とさせる。
　「光陰矢の如し!」、還暦を過ぎて早３年の歳月が流れ
た。平穏無事でありふれた日々にそこはかとなく感謝の
念を抱く。情緒豊かな四季の移ろいにも妙に感傷的にな
る。人様のさりげない優しさに、つい胸が熱くなってし
まう齢を迎えた。

中　込　鈴木　英武

リレー随筆

自分史を顧みる

すてきな仲間仲間　
浅
科
短
歌
会

代
表　

角
地　

キ
ヨ

　

毎
月
第
３
金
曜
日
は
、
私
達
浅
科
短

歌
会
の
学
習
の
日
で
す
。

　

講
師
に
小
松
三
枝
先
生
を
お
迎
え
し

て
和
や
か
に
始
ま
り
ま
す
。
先
生
は
豊

か
な
感
性
で
私
達
の
一
首
一
首
を
指
導

下
さ
り
、
ハ
ッ
ト
感
動
さ
せ
ら
れ
る
作

品
を
出
詠
さ
れ
る
な
ど
本
当
に
素
晴
ら

し
い
方
で
す
。
会
で
は
一
人
一
人
の
作

品
を
順
番
に
批
評
し
ま
す
が
、
こ
れ
が

よ
い
勉
強
で
あ
り
、
仲
間
を
識
る
よ
き

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
始
め
の
頃
は
自

分
の
考
え
が
言
葉
に
な
ら
ず
モ
タ
モ
タ

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
作
者
の

心
を
読
み
と
っ
て
助
け
舟
を
出
し
て
下

さ
っ
た
時
は
本
当
に
有
難
く
、
解
っ
て

頂
け
た
喜
び
が
次
の
作
品
へ
の
参
考
に

な
り
ま
す
。
や
は
り
同
じ
物
を
視
た
場

合
で
も
作
品
化
さ
れ
て
み
る
と
全
く
別

の
も
の
に
出
来
上
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
素
敵
な
比
喩
で
見
事
な
作
品
に

変
っ
た
時
、
ね
む
り
か
ら
呼
び
さ
ま
さ

れ
た
思
い
と
改
め
て
人
の
心
の
深
さ
を

感
じ
ま
す
。
感
性
へ
の
よ
き
刺
激
が
こ

ん
な
に
も
変
化
し
、
そ
れ
を
言
葉
で
、

文
字
で
美
し
い
調
べ
と
な
っ
て
一
首
が

生
れ
る
。
お
互
い
の
短
歌
に
寄
せ
る
思

い
っ
て
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
す
。

　

小
さ
な
短
歌
の
世
界
で
す
け
れ
ど
お
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（
編
集
委
員
）

　

あ
る
新
聞
に
「
長
寿

革
命
」
と
い
う
連
載
が

あ
り
興
味
を
も
っ
た
。

こ
の
企
画
の
取
材
で
出

会
っ
た
高
齢
の
人
達
に

つ
い
て
小
出
重
幸
編
集

委
員
は
「
五
感
の
豊
か
さ
が
長
寿
の

元
で
あ
る
と
感
じ
た
」
と
記
し
て
い

た
。

　

五
感
が
豊
か
だ
か
ら
長
寿
な
の
か
、

長
寿
だ
か
ら
五
感
が
研
ぎ
す
ま
さ
れ

た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
私
達
の
周
り
に
も
生
涯
現
役

を
目
指
し
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
が

た
く
さ
ん
い
る
。
や
は
り
「
健
康
長

寿
都
市
宣
言
」
を
し
た
証
で
あ
る
。

　

雄
大
な
山
々
を
美
し
く
映
し
出
す

陽
光
を
拝
む
余
裕
。
庭
先
の
草
花
か

ら
も
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
と
る
感

性
。
社
会
の
変
化
や
身
辺
の
物
事
を

敏
感
に
感
受
し
対
処
す
る
知
恵
。
私

達
に
備
わ
っ
て
い
る
五
感
は
、
外
部

か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
よ
り
豊
か
に

磨
か
れ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
指
南
の
一
つ
に
、
公
民
館

で
は
趣
味
や
学
習
で
集
う
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
多
様
な
学

習
内
容
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
創
り
に
、

毎
月
公
民
館
報
に
載
っ
て
い
る
「
お

さ
そ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
、
お
役

に
た
て
た
ら
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

瀬音

佐久市の遺跡と遺物 －過去からの
メッセージ－

第5回　奈良・平安時代

９世紀代

文字文化の浸透と定着（風ふう字じ硯けん）　佐久市取出儘まま田だ 遺跡
　佐久市域の地中から出土する文字資料は、８世紀
の奈良時代から登場する。それらは土師器と呼ばれ
る素焼きの土器や須恵器と呼ばれる陶器の表面に墨

すみ

書
が

きされた文字である。中には刻
こく

書
しょ

と呼ばれる土器
表面に文字を刻みつけたものあるが、圧倒的に墨

ぼく

書
しょ

が多い。書かれる文字は１～２字の漢字が多く、地
名を表したもの、人の名前、吉祥文字などがある。
これらの土器は墨

ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

と呼ばれ、奈良・平安時代
の住居の跡から出土することが多い。
　こうした文字資料の他に、文字を書くための道具
が出土することがある。それが硯である。佐久市で
は円

えん

面
めん

硯
けん

や転
てん

用
よう

硯
けん

（土器の底などを転用したもの）
が数点出土しているが、墨書土器に比べると圧倒的
に出土量は少なく、かなりの貴重品であることがわ
かる。
　このような状況の中で、平成16年から17年にか
けて調査された儘田遺跡の９世紀前半代と推定され
る住居の跡から、「風字硯」と呼ばれる珍しい硯が
見つかった。長野県内では、上田市周辺や松本市な
ど古代の地方政治の中心地でしか出土例がないごく
珍しいタイプの硯である。
　墨を磨る部分と墨を溜める部分が逆の「U」字形
をしており、全体が漢字の「風」に似ていることか

■お問い合わせ　文化財課　佐久市志賀5953　☎68-7321

らこの名がつけられている。出土した硯は、縦12
㎝・横11㎝で、文字を磨る「陸」と呼ばれる部分は
磨り減り、墨が付着し、かなり使い込まれたことが
うかがえる。
 硯は、寺院跡や地方の役所跡で発見されるものが
多いが、儘田遺跡の硯は、ごく一般的な住居の跡か
ら発見された。ごく近くに地方役所的な役割をする
場所があった可能性がある。
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　公民館では、就園前の乳幼児とそのお母さん等を対象に、乳幼児学級を本館・浅間・野沢・臼田・浅科望
月の５教室で行いました。12月15日に閉講式が行われ21年度の学級が終了しました。
　年間13回に及ぶ講座により、受講された方々は親子共に大きく成長し、また新しい仲間づくりの場になっ
たようです。
　今年度行われた講座の様子の一部をスナップで紹介します。

マジックショー 心の栄養　本の読み聞かせ 自然とふれあおう　遊ぼう

子どもの病気とその対応 親子で絵を描いて遊ぼう 自然の香りを楽しもう（アロマセラピー）

音の出るおもちゃを作ろう 秋の公園に行ってみよう ミニ運動会

親子で楽しいリズム体操 乳幼児の栄養 生演奏を聴きましょう  一緒に歌いましょう

公民館の乳幼児学級から

親子での学習活動を通して
交流しながら楽しく学びました

1月号掲載の「寅年生まれです」（P24）のお名前に誤りがありましたので、お詫びして、訂正をいたします。
（誤）原田ヱサヲ　　　（正）原野ヱサヲ
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第５回  佐久市短詩型文学祭
―募集作品の入選発表・座談会・児童生徒の部特選者表彰式・講演会―

一般の部224名（702点）
児童・生徒の部249名

（552点）
の応募がありました

平成２２年２月27日㈯
午前９時45分～午後３時30分

日　時

佐久市野沢会館会　場

午 前 選者を囲んで部門別座談会
 （短歌・俳句・川柳・現代詩）
午 後 児童・生徒の部特選者表彰式
 記念講演
 演題：「萬葉集のこころに触れて」

内　容

主　催　佐久市教育委員会・佐久市公民館
主　管　佐久市短詩型文学祭運営委員会

■問い合わせ
　佐久市公民館本館　☎64－0551

講演講師　佐藤　いく氏
 昭和２年　佐久市岩村田に生まれる（旧姓出澤）
 岩村田高等女学校本科卒業
 岩村田短詩会 代表

白夜幹部同人・運営委員、瀬音同人
日本歌人クラブ会員
歌集「花撒く生を」

の
木

・

後　　援：信濃毎日新聞社、佐久市民新聞、佐久ケーブルテレビ、エフエム佐久平
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地区公民館のつどいのお知らせ
～公民館活動をご覧になりませんか～

　各地区館や地域の公民館での学習成果を作品の展示や舞台で発表します。
どうぞお誘い合わせてお出かけください。

地　区 場　所 月　日 作品展示発表 開会式、ステージ、催し物等

野沢地区 野沢会館

2月13日㈯ 13:00～17:00 13:00～16:30 展示・体験コーナー(陶芸・将棋・手芸・銅板）

2月14日㈰ 9:00～15:00

  9:00～  9:30 開会式
  9:30～14:30 ステージ発表・作品展示発表
  9:00～14:30 体験コーナー
10:00～14:30 お茶会

中込地区 中込会館

2月19日㈮ 13:00～17:00 作品展示発表のみ

2月20日㈯ 9:00～17:00

  9:00～ 餅つき体験、つきあがった後ふるまい
13:00～ 特別出演ステージ

中込小金管バンド・佐久城山小竹太鼓・（合唱愛好会・相撲甚句・佐久鯉太鼓・瀬戸獅子舞）
2月21日㈰ 9:00～15:00 10:00～ 開会式、ステージ発表（15:00まで）

望月地区
駒の里ふれあい
センター

2月19日㈮ 9:00～17:00 展示発表（～21日15:30まで）

2月20日㈯ 9:00～17:00
10:00～15:00 体験コーナー
 （太極拳・囲碁・もちつき・吊しびな）

2月21日㈰ 9:00～15:30
  9:00～ 開会式
  9:30～ ステージ発表

浅間地区 浅間会館

2月20日㈯ 9:00～16:00

  9:30～11:30 餅つき体験、つきあがった後ふるまい
11:00～13:00 体験コーナー（押し花）
13:00～14:00 中佐都小学校特別出演　管楽器クラブ演奏
 「ひょっこりひょうたん島」他
14:00～14:20 ｢佐久市健康長寿体操」講習会

2月21日㈰ 9:00～14:30
  9:30～ 開会式
10:00～ ステージ発表（14:00まで）

東地区 東会館

2月20日㈯ 13:00～16:00 13:00～16:00 囲碁初心者体験教室

2月21日㈰ 9:30～15:30

10:00～14:00 呈茶席
10:15～10:45 開会式
10:45～15:30 舞台発表　東保育園園児、東小学校児童、（東中学校生徒特別出演　　　 ）

浅科地区 交流文化館浅科

3月5日㈮ 9:00～17:00 第29回総合文化展（5日～7日15:00まで）

3月6日㈯ 9:00～17:00
13:00～15:00 体験コーナー（工作教室・クレープ作り）
13:00～15:00 チャリティーバザー（陶芸教室作品）

3月7日㈰ 9:00～15:00
  9:30～  9:50 開会式
10:00～15:30 ステージ発表（浅科中学校吹奏楽部賛助出演）
  9:30～14:00 呈茶席（お抹茶を一服どうぞ）

臼田地区 あいとぴあ臼田

3月６日㈯ 9:00～17:00
10:00～15:00 体験コーナー（ノルディックウォーキング、

ミニ自由花（生花）、囲碁 、子どもリズム体操）

3月7日㈰ 9:00～16:00

  9:00～16:00 作品展示発表
  9:30～  9:50 開会式
  9:50～16:00 ステージ発表

（子ども小満太鼓・臼田中学校吹奏楽部特別出演）
11:00～13:00 抹茶サービス
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東
地
区
館

◎そば粉を使った料理教室
地元のそば粉を使ってヘルシー料理を!!

 ２月27日㈯９:30～12:30 東会館 土屋しのぶ先生〈材料費〉500円程度〈持物〉エプロン

◎わくわく家庭菜園
菜園の春の準備を勉強しましょう

 ３月 ８日㈪９:30～11:30 東会館 佐久市営農
支援センター

〈材料費〉無料
〈持物〉筆記具

◎野菜のスイーツ作り
青ばつのムースとかりんとう。おなじみの
野菜で楽しいおやつを作りましょう

 ３月10日㈬９:30～12:30 東会館 内田すみ江先生 〈材料費〉600円程度〈持物〉エプロン

公民館 おさそいカレンダー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。

■浅間地区館☎67-2110  ■野沢地区館☎62-0116  ■中込地区館☎62-0504  ■東地区館☎67-2545
 ■臼田地区館☎82-2106  ■浅科地区館☎58-3957  ■望月地区館☎53-2548

中
込
地
区
館

◎スケッチ水彩画教室（全８回）
静物をスケッチします

⑧２月５日㈮ ９:30～15:30 研修センター 依田賢治先生 〈参加費〉100円
〈持物〉水彩画の道具、昼食

◎ハーモニカで楽しく（全11回）
懐かしい歌をハーモニカで吹いてみましょう

⑩ ２月10日㈬９:30～11:30
⑪ ３月10日㈬　　  〃 中込会館 杉浦都美子先生 〈参加費〉無料〈持物〉ハーモニカ

◎楽しくクッキング(全４回）
おいしい季節の献立で食卓に彩を

④３月４日㈭ ９:30～12:00 中込会館 中村美登里先生〈参加費〉500円程度〈持物〉エプロン等

◎初心者パソコン教室（全２回)
春です　名刺を作ってみましょう

① ３月12日㈮９:30～11:30
② ３月17日㈬　　  〃

佐久
情報センター 池田公子先生 〈参加費〉700円（テキスト代他）

〈定員〉20名

望
月
地
区
館

◎手軽に楽しむフレンチ教室
ーバレンタインデーに向けてー

２月 ６日㈯ ９:00～13:00 駒の里ふれあい
センター講習室 真山裕行先生 〈参加費〉2,000円

〈持物〉エプロン、三角巾

◎愛唱歌合唱うたごえホール
ー発表会まであと少しー

２月17日㈬13:30～15:00 駒の里ふれあい
センター大ホール 小林美智子先生

〈参加費〉11月～２月までの
計４回分として2,000円
※すでに支払われた方は除く

浅
科
地
区
館

◎夫婦えんまん料理教室
・いちごのタルト・ふっくらおこわ

２月18日㈭① ９:30～12:00
　　　　　 ②13:30～15:45 浅科会館 内田すみ江先生〈参加費〉600円程度〈持物〉エプロン・三角巾

◎草月流　生花教室（全3回）　
心和む生け花を活けてみましょう…

②２月19日㈮13:30～15:30
③３月 ４日㈭　　  〃 浅科会館 依田悦子先生

〈材料費〉1,100円程度
〈持物〉花器・剣山・はさみ
道具のない方は、先生が用意し
てくださいます

◎総合文化展出展作品作り ２月13日㈯ ９:30～11:30 浅科会館 森泉恒男先生 〈参加費〉無料　〈持物〉工作用具

◎囲碁・将棋大会
囲碁・将棋とも５回戦で、勝ち数により、上
位３位までの方に賞品を差し上げます
小・中学生の皆さん参加しませんか

２月 ６日㈯ ９:30～15:30 浅科会館 篠原　昭先生

〈参加費〉1,000円（大人）500円
（小・中学生）お弁当代・賞品代
お弁当を注文しますので、申込
が必要です

臼
田
地
区
館

◎料理教室「中華おやきづくり」
米粉を使った具たくさんの中華おやきを作
ってみませんか！

２月 ５日㈮10:00～13:00 あいとぴあ臼田 志摩　静先生
〈材料費〉500円程度       　　
〈持ち物〉エプロン
※申込必要

◎ふるさと学習
相沢寺・阿弥陀信仰

２月16日㈫13:30～15:30
相沢寺

（臼田住吉）
丸山正俊先生

〈参加費〉100円
天候により内容を変更する場合
があります

◎生活役立て講座（全5回）
[ゴミの分別]もう１度見直してみませんか

⑤３月17日㈬13:30～15:30 あいとぴあ臼田 市生活環
境課職員

〈参加費〉無料
〈持物〉筆記用具

学級及び学習内容 日時 場所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

◎布草履教室
１足仕上げて持ち帰りましょう！

３月13日㈯ ９:00～12:00 浅間会館 生涯学習サークル
「ともがき」

〈参加費〉300円 〈持物〉はさみ
定員15名　※申込必要

◎みそ作り教室（全２回）
本格味噌を作ってみましょう。

①３月 ９日㈫10:00～11:30
②３月16日㈫９:00～13:00 浅間会館 平山　貞先生

１回目は大豆の煮方の講習と２
回目の持ち物などの説明をしま
すので、筆記用具のみお持ちく
ださい。
〈参加費〉2,500円程度
〈定員〉15名

野
沢
地
区
館

◎季節の料理（全４回）
ブラジルの家庭料理を作ってみましょう

④３月１日㈪９:30～13:00 野沢会館 賀沢マリア先生
〈材料費〉600円程度
〈持物〉エプロン、タッパー
〈定員〉20名

◎十割そば打ち講習会（中級者対象） ３月19日㈮ ９:30～13:00 野沢会館 長岡のり子先生
〈材料費〉700円程度
〈定員〉20名　　　　　　　　
〈持物〉エプロン

◎春のお祝いケーキ
～抹茶ロール＆ラズベリーのケーキとケー
キ寿し～

３月11日㈭ ９:30～13:00 野沢会館 内田すみ江先生
〈材料費〉600円程度
〈持物〉エプロン、タッパー　
〈定員〉20名

!! 今が花　いつも華!!
講演会 「シニア時代の生き方」

講　師　山下　力生 先生　　日　時　３月10日㈬13:30～　　場　所　野沢会館

※各講座は定員になり次第締め切りとなりますのでご承知ください
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わ
が
夫
坂
本
竜
馬
：
お
り
ょ
う
聞

書
き 

一
坂
太
郎

お
母
さ
ん
の
た
か
ら
も
の

 

永
田　

萠

本
当
に
怖
い
「
ケ
ー
タ
イ
依
存
」
か

ら　

我
が
子
を
救
う
「
親
と
子
の
ル

ー
ル
」 

藤
川
大
祐

ぼ
く
だ
け
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

 

福
田
岩
緒

す
す
め
！
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン

 

ジ
ャ
ン
・
リ
ュッ
ク
・
ク
ー
ド
レ
イ

霧
の
森
と
な
ぞ
の
声
（
こ
そ
あ
ど

の
森
物
語
10
） 

岡
田　

淳

魂
（
マ
ブ
イ
） 

佐
藤
佳
代

エ
コ
手
芸
で
お
店
屋
さ
ん

フ
ェ
ル
ト
の
お
花
屋
さ
ん
ほ
か 

 
 

寺
西
恵
里
子

人
生
案
内
も
つ
れ
た
心
を
ほ
ぐ
し

ま
す 

野
村
総
一
郎

伊
勢
丹
の
最
新
儀
式
１
１
０
番
検

定 

伊
勢
丹

身
近
な
科
学
の
は
て
な

 

は
て
な
委
員
会

き
ょ
う
り
ゅ
う
は
パ
ン
ツ
が
だ
い

す
き 
ク
レ
ア
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

も
っ
と
ひ
つ
じ
ぱ
ん 

 
あ
き
や
ま
た
だ
し

で
あ
え
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た

 
宮
西
達
也

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン 

草
野
た
き

と
っ
て
お
き
の
詩 

村
上
し
い
こ

僕
と
あ
い
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ル

 

川
上
途
行

若
き
友
人
た
ち
へ 

筑
紫
哲
也

ア
シ
ュ
リ
ー
が
教
え
て
く
れ
た
こ

と 

ロ
リ
ー
・
ヘ
ギ

お
と
な
ご
は
ん
と
一
緒
に
作
る
こ

ど
も
ご
は
ん 

フ
ル
タ
ニ
マ
サ
エ 

の
ら
ね
こ
の
ポ
ラ 

 
 

ふ
り
や
か
よ
こ

ち
び
フ
ク
ロ
ウ
の
ぼ
う
け
ん

 
ノ
ー
ラ
・
ス
ロ
イ
ェ
ギ
ン

も
っ
と
お
お
き
な
た
い
ほ
う
を

 
二
見　

正
直

パ
パ
は
じ
ど
う
し
ゃ
だ
っ
た 

 
 

角
野
栄
子

す
み
鬼
に
げ
た 

岩
城
範
枝

夢
を
持
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

：
目
標
達
成
力
を
身
に
つ
け
る

 

佐
々
木
宏

NO

24

絵　

本

一
般
書 臼

田
図
書
館

望
月
図
書
館

絵　

本

児
童
書

一
般
書

か
か
し
の
じ
い
さ
ん 

 

深
山
さ
く
ら

浅
科
図
書
館

絵　

本

児
童
書

一
般
書

中
央
図
書
館

雪
の
結
晶
ノ
ー
ト

マ
ー
ク
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
、
ジ
ョ
ン
・

ネ
ル
ソ
ン

チ
ロ
ル
ち
ゃ
ん
と
プ
ク
プ
ク 

 

お
ざ
き
え
み

ぼ
く
も
だ
っ
こ 

西
條
剛
央

 
 

千
年
ギ
ツ
ネ 

岡
崎
祥
久

ロ
ー
ズ
と
魔
法
の
薬　

岡
田
晴
恵

ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
も
事
典　

ス
キ

ー
・
ス
ケ
ー
ト

 

こ
ど
も
く
ら
ぶ
／
編

日
本
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ

た
ら 

池
上　

彰

子
ど
も
が
喜
ぶ
！
ハ
ッ
ピ
ー
・
イ

ベ
ン
ト
ク
ッ
キ
ン
グ 

葛　

恵
子

絵　

本

児
童
書

一
般
書

中
央
図
書
館

　

〜
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

■
お
は
な
し
の
会

対
象　

園
児
・
小
学
生
低
学
年
向
け

日
時　

２
月
13
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
／
20
日
㈯
午
後
３
時
〜

対
象　

乳
幼
児
向
け

日
時　

２
月
18
日
㈭
午
前
10
時
30 

分
〜

会
場　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

■
語
り
の
お
も
て
な
し

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
３
時
〜

会
場　

中
央
図
書
館
高
齢
者
・
幼

児
ル
ー
ム

問
合
せ　

中
央
図
書
館

　
　
　
　

☎
６
７
ー
２
１
１
１

2

月

の

図

書

館

行
事
予
定

児
童
書

臼
田
図
書
館

■
ブ
ッ
ク
☆
ブ
ッ
ク
お
話
の
会

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

２
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯
午

後
２
時
〜

会
場　

臼
田
図
書
館
内

問
合
せ　

臼
田
図
書
館

　
　
　
　

☎
８
２
ー
３
９
３
２

浅
科
図
書
館

■
お
は
な
し
会

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

２
月
20
日
㈯
午
前
11
時
〜

会
場　

浅
科
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

問
合
せ　

浅
科
図
書
館

　
　
　
　

☎
５
８
ー
４
３
２
１

望
月
図
書
館

■
も
の
が
た
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

２
月
20
日
㈯
午
前
11
時
〜

会
場　

望
月
図
書
館
視
聴
覚
室

問
合
せ　

望
月
図
書
館

　
　
　
　

☎
５
３
ー
０
２
３
０

２
月
の
休
館
日

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
23
日
㈫
図
書
整
理
日

図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

お
す
す
め
の
本

ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館

か
ら
の

島
田
洋
七
の
老
い
て
ま
す
ま
す
、

お
も
ろ
い
人
生 

島
田
洋
七
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今
月
は

「
有
害
環
境
浄
化
月
間
」
で
す

補
導
日
誌
よ
り

―
２
学
期
も
終
わ
り
を
迎
え
て
―

12
月
７
日
（
月
）
晴
れ

　

下
校
中
の
小
学
生
に
「
こ
ん
に
ち

は
！
」「
き
ょ
う
は
寒
い
ね
」
と
声
を

か
け
る
と
元
気
な
子
ど
も
ら
し
い
返

事
が
か
え
っ
て
き
た
。

　

大
型
書
店
に
は
生
徒
が
多
く
、
立

ち
読
み
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

入
口
で
中
学
生
３
人
グ
ル
ー
プ
が
話

を
し
て
お
り
、
声
を
か
け
て
み
る
と

　

昨
今
は
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
急
速
な
普
及
で
、
大
人
の
ほ
う
が

面
食
ら
う
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

青
少
年
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
有
害
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お父さんと遊ぶ 楽しいひと時

「
今
日
は
個
人
懇
談
で
帰
り
が
早
い

ん
だ
」
と
い
う
。

　

王
城
公
園
で
は
、
寒
風
の
中
親
子

が
遊
ん
で
い
た
。
枇
杷
坂
公
園
は
閑

散
と
し
て
い
た
。
岩
村
田
駅
の
駐
輪

場
が
満
杯
に
見
え
た
が
、
奥
の
方
か

ら
き
ち
ん
と
止
め
れ
ば
、
も
っ
と
多

く
の
自
転
車
が
入
る
は
ず
だ
。
整
理

整
頓
す
る
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
と
協
力
が
必
要
だ
と
思
う
。

 

（
浅
間
地
区
Ｋ
・
Ｋ
記
）

―
進
学
・
就
職
を
目
指
し
て
…
―

12
月
４
日
（
金
）
晴
れ

　

陽
は
出
て
い
る
が
、
北
風
が
冷
た

い
中
、
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

部
活
動
が
盛
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
声

を
出
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
た
。
下
校
中
の
中
学
生
、
高
校
生

に
声
を
か
け
る
と
元
気
な
返
事
が
返

っ
て
き
て
ほ
っ
と
し
た
。
野
沢
社
会

体
育
セ
ン
タ
ー
東
側
に
中
学
生
４
名

が
い
た
の
で
、
話
を
か
け
て
色
々
聞

い
て
み
た
。
皆
３
年
生
で
こ
れ
か
ら

就
職
・
進
学
を
目
指
し
て
大
変
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
体
育
セ
ン
タ
ー
裏
の

階
段
に
は
大
量
の
タ
バ
コ
の
吸
殻
が

捨
て
て
あ
っ
た
の
で
拾
っ
た
。

 

（
野
沢
地
区
Ｓ
・
Ｏ 

記
）

インターネットの被害から子ども達を守りましょう!!
　社会の変化・複雑化に伴い、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、特に、携帯電話の急速な
普及により、子ども達が事件などに巻き込まれるケースもあります。

★ケータイで『いやな思い』をした、そのおもな内容は次のとおりです
　「チェーンメールを送られた」「掲示板、メールで悪口を書かれた」「架空請求をされた」などであり、
また、オークション詐欺被害も多く発生しています。

与えているのは、私たち大人です。

ご家庭で決まりを作りましょう対 策

【今回は次の３点について、被害にあわないための対策を掲載します】
①迷惑メール・チェーンメール…個人情報（メールアドレス・パスワードなど）の管理をしましょう。
●無視することが最良の方法です。
②架空請求については
●利用した覚えがなく、料金を請求されたり・裁判に関することが書かれていても、支払っては
いけません。

③オークション詐欺
●相手方の電話番号や住所が実在するかなど身元を確認しましょう。
●振込先が、トラブル口座として公表されているものでないか確認しましょう。

「男女共同参画講演会と映画」の会場に薬物乱用防止広報車がやってくる!! 
長野県警察本部の広報車で、薬物の怖さを理解しましょう

と き 2月6日㈯午前11時～午後1時　ところ 佐久市コスモホール

■お問い合わせは、長野県警察本部生活安全相談（℡ #9110）
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Q 新しい生産調整の方法は
A「米戸別所得補償モデル事業」に変わります。生産者ごとの生産調整達成を条件に、米の生産に対して補助
金（定額部分10ａ当たり１万５千円＋変動部分）が国から支払われます。この補助金は、生産調整達成者
のメリット措置として新たに設けられたものです。米の販売価格が基準よ
りも低下した場合、変動部分の補助金で所得が補てんされます。

Q 転作作物への補助金はどうなりますか
A「水田利活用自給力向上事業」に変わります。従来と異なり、米の生産調
整の達成・未達成にかかわらず、水田で転作作物を生産すれば国から補助
金が支払われます。なお、補助金の単価は従来と異なるものになります。

Q 今後のスケジュールはどうなりますか
A２月から、制度の詳しい内容について、米生産農家の皆さんにお知らせをしていきます。また、生産者ご
との生産数量目標は、２月中に各地域の水田農業推進協議会から通知されます。

■お問い合わせ ●農政課農業生産振興係☎62－3203（直通）または各支所経済建設課
 ●佐久浅間農業協同組合各営農センターまたは支所経済課

平成22年産米についても
米の生産調整は実施されます！

米の生産調整の方法が変わります。生産調整の実施に対し、農家の皆さんのご協力をお願いします。
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物件
番号 所　　在　　地 地 目 面積（㎡） 最低売却価格

1 佐久市中込字東中原3099番9 宅　地 162.57 5,869,000円
2 佐久市中込字東中原3099番24 宅　地 257.71 9,922,000円
3 佐久市中込字東中原3099番25 宅　地 257.83 9,926,000円
4 佐久市中込字東中原3099番26 宅　地 257.88 10,135,000円
5 佐久市中込字東中原3109番4 宅　地 363.40 13,300,000円
6 佐久市中込字東中原3109番5 宅　地 348.50 12,895,000円
7 佐久市中込字東中原3110番4 宅　地 335.08 12,398,000円
8 佐久市中込字東中原3110番15 宅　地 163.83 6,062,000円
9 佐久市中込字大塚3005番3 宅　地 2,159.02 26,124,000円
10 佐久市臼田字城下81番1 宅　地 763.84 15,200,000円
11 佐久市望月字古道675番1 田 2,329.00 4,262,000円
12 佐久市望月字古道679番1 畑 484.00 759,900円

13

佐久市香坂字梅ノ木3096番9外2筆
※建物付
居宅（S58木造瓦葺平家建）
物置（S58木造亜メッキ葺平家建）

宅　地 270.60 

2,152,000円建物面積 71.34

建物面積 9.72 

公用または公共用として、今後使用する予定のない次の土地を入札でお売りします。

売却方法 一般競争入札により、市があらかじめ決定した「最低売却価格」以上で最も高い価格で入札
された方にお売りします。 

 ※入札に参加するにはあらかじめ申し込みが必要です。
 ※物件番号11、12については農地を売却するものであるため、申込みには農業委員会で交

　付を受けた「買受適格証明書」が必要となりますので、入札に参加される方は２月15日ま
　でに当市農業委員会に交付申請し、証明書の交付を受けてください。

申込期間 ２月１日㈪～26日㈮（土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時30分）
入札期日 ３月５日㈮　
入札会場 市役所６階　603会議室
※現地説明会は３月３日㈬に行う予定です。※入札時間等は申し込みされた方に直接お知らせします。
※入札には入札保証金（入札金額の100分の5以上）が必要です。
各物件の位置図等詳細は、お問い合わせいただくか、市のホームページでもご覧いただけます。

■お申し込み・お問い合わせ　管財課管財係　☎62－3038（直通）

一般競争入札により市有地を売却します

参 加 申 込 期 間 ２月16日㈫午後１時～３月１日㈪午後５時 
入札期間 【動　産】 ３月５日㈮午後１時～８日㈪午後１時30分
 【不動産】 ３月５日㈮午後１時～12日㈮午後１時
下 見 会 【動　産】 ２月26日㈮午前９時～午後４時／望月支所大会議室
 【不動産】 随時受付（お問い合わせください）
参加方法 市のホームページまたはヤフー・ジャパンのインターネット公売サイトをご覧ください。
※インターネットをご覧になれない方は、インターネットを使える方を代理人として入札できます。
 詳細については、市のホームページのインターネット公売ガイドラインをご覧ください。

■お問い合わせ　収税課収税係　☎62―3043（直通）

インターネットで滞納処分物件の公売をします
不動産の公売も実施します
　インターネットのシステムを利用して、市税等の滞納処分による動産および不動産の公売を行い
ますので、ご参加ください。
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認知症高齢者介護者座談会
　認知症高齢者の介護をしている皆さんを対象に、認知症に関する理解を深めることや介護者の皆さん
との交流により、心身の疲れを癒し明日の介護の活力とすることを目的に、座談会を開催します。同じ
立場で介護をしている皆さんとともに、日ごろの苦労や悩みなどを話し合い、また、認知症ケアの専門
家から介護のアドバイスをしていただきます。お気軽にご参加ください。

時　間 午後１時30分～３時 ※希望される皆さんには、座談会終了後、個別相談を行います。
参加費 無料

佐久バルーンフェスティバル2010

ボランティア・出店者募集
期 日: ５月３日㈪～５日㈬　　会場 : 千曲川スポーツ交流広場
■ボランティアスタッフ種類 ●競技スタッフ（競技サポート：18歳以上で普通免許をお持ちの方）
  ●運営スタッフ（イベントのお手伝い：高校生以上）
■出店者 資　格 佐久バルーンフェスティバル2010の趣旨に賛同し、佐久市観光協会、佐久商工会議

所、臼田町商工会、浅科商工会、佐久市望月商工会、佐久市内の各商店会のいずれ
かに加入していて、主催者が適当と認めた者

 出店料 ２万円（１区画＝２間×３間）
  ※ほかに、競技上位入賞者の賞品１品（３千円以上）の提供が必要です。
 申込期限　２月12日㈮まで
 ※出店条件がありますので、詳細はお問い合わせください。

期　日 会　場 助 言 者 申込・問合せ

２月９日㈫ 佐久市保健センター
グループホームうすだ愛の郷
片桐　千津子　氏

高齢者福祉課高齢者支援係
☎62-3157

３月８日㈪ 望月総合支援センター
佐久総合病院介護老人保健施設
清水　長　氏

望月支所高齢者福祉係
☎53-3111

※お住まいの地区に関係なく、参加しやすい会場にお申し込みください。

佐久市商店街活性化講演会

～今こそ行動力で商店街再生を～
　佐久市商店街等の活性化を図るため、全国でも珍しい商店街として株式会社を設立した田中武夫氏を
講師に招き講演会を開催します。パワーあるお話をぜひ聴講いただき、今後の商店街等の活性化に繋げ
てみてください。

日　時 ２月23日㈫午後２時～３時30分
会　場 佐久勤労者福祉センター
演題 「地域に必要とされる商店街のあり方」
講師 田中武夫氏 東京都足立区商店街振興組合連合会・東和銀座商店街振興組合理事長

 株式会社アモールトーワ代表取締役
■お問い合わせ　商工課　☎62－3265（直通）

■お申し込み・お問い合わせ　観光課観光係　☎62－3285（直通）

参加無料
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「まちづくり講座」をご利用ください
　市では、市民の皆さんの生涯学習のお手伝いとして、出前講座「まちづくり講座」を実施しています。
この講座は、主に市が実施している事業を中心に、さまざまな講座メニューを用意しています。担当課の
職員が皆さんの会場へ出向いて、わかりやすくお話します。

対　象　原則として10人以上が集まって開催される区、公民館、長寿会、女性団体、育成会、各種
サークルの集まりなど（政治・宗教・営利等を目的とした場合は派遣できません。）

日　時　平日の午前９時～午後９時までの間で職員を派遣します。
 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く。土・日曜日、祝日をご希望の場合はご相談ください。）
会　場　受講者側で会場の確保をお願いします。
 （個人の住宅はご遠慮ください。）
講師料　無料（会場使用料等は受講者側でご負

担ください。）
申　込　開催希望日の２週間前までに、生涯学

習課にお申し込みください。
※詳しくは市のホームぺージをご覧ください。

■お問い合わせ 生涯学習課生涯学習係（野沢会館内）　☎62－0664
 E-mail:gakushu@city.saku.nagano.jp

生涯学習出前講座

高齢者福祉課による「まちづくり講座」

全国春の火災予防運動
３月１日から７日まで全国一斉に春の火災予防運動が実施されます
　寒さが続くこの時期は、暖房器具を使用する機会が多く、また空気が乾燥して強い風が吹き、ちょっとした
不注意から火災が発生します。火の取り扱いには十分注意しましょう。

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」
火災予防に
次のことを心がけましょう

●風が強い時や空気の乾燥している日には、土
手焼きや火入れをしないようにしましょう。
●火を取り扱っているときは、その場を離れな
いようにしましょう。
●土手焼きや火入れをする場合は、消防署へ届
出ましょう。
●住宅火災早期発見のため、住宅用火災警報器
を設置しましょう。
 （平成18年６月１日条例施行）

■お問い合わせ　佐久消防署 ☎62－0119　北部消防署 ☎82－0119　川西消防署 ☎53－0119

防火標語

※古くなった消火器は、事故の恐れがありますので、注意しましょう！
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子ども未来館・天体観測施設・宇宙航空研究開発機構（JAXA）臼田宇宙空間観測所連携事業

佐久発!

　自然豊かな佐久市は、天文関係施
設の充実した「星空の街」でもあり
ます。子ども未来館・宇宙航空研究
開発機構（JAXA）臼田宇宙空間観
測所・天体観測施設を巡るバスツア
ーを開催します。多くの皆さんの参
加をお待ちしています。

日　時　3月6日㈯ 午後2時～9時（集合 子ども未来館）
定員　50人（申込順） 参加費　 一般（高校生以上）800円／小中学生400円／４歳～小学生未満200円
①子ども未来館でプラネタリウムを楽しむ！
「星空の街」佐久市を代表する科学館「子ども未来館」。県内最大級のプラネタリウムで、この時期よく見える
冬の星座とその伝説をお楽しみいただきます。

②64ｍパラボラアンテナで宇宙探査の最前線を見学！
　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の臼田宇宙空間観測所。東洋一の大きさを誇る64ｍパラボラアンテナは、
日本の探査機「はやぶさ」、地球の磁気圏観測衛星を動かしています。今回は普段は入れない施設内部を見学。
「はやぶさ」や、今年打ち上げ予定の金星探査機「あかつき」についてもご紹介します。

③うすだスタードームで星空を満喫！
　各施設を回ったあとは、本物の宇宙に触れてみましょう。天体観測施設「うすだスタードーム」の大型望遠鏡
で冬の星座と、オリオン大星雲やすばるなど、冬の天体を観望。ふるさとの星空をたっぷりと楽しみましょう。

時　間 会　場 内　容
13:45～14:00 子 ど も 未 来 館 集合・受付
14:00～15:00 子 ど も 未 来 館 子ども未来館プラネタリウム観覧
15:00～16:00 移 動 宇宙空間観測所へ移動（バス）
16:00～17:00 臼田宇宙空間観測所 宇宙空間観測所見学
17:00～17:40 移 動 臼田総合運動公園へ移動（バス）
17:40～18:40 臼田総合運動公園宿泊棟 食堂で夕食（参加者持参）
18:45～18:50 移 動 うすだスタードームへ移動（バス）
19:00～20:30 うすだスタードーム 天体観望会
20:30～21:00 移 動 子ども未来館へ移動（バス）
21:00 子ども未来館駐車場 バス帰着・解散

※夕食は参加者持参となります。
※バス内では楽しい星座クイズ
をお楽しみいただきます。
※参加記念品もあります。

■お申し込み・お問い合わせ　天体観測施設「うすだスタードーム」　☎82―0200

冬の星空を楽しむ連続講座「星空探検隊」参加者募集！
　冬の星空を楽しみながら、天体望遠鏡の使い方や星の写真の撮り方など、
本格的な天体観測の方法を学ぶ連続講座です。自分の力で望遠鏡を使って
みたり、月面や星座の写真を撮影したり、より深い天体観測の世界を体験
してみませんか。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

期　日 内　容
２月13日㈯ 望遠鏡を使ってみよう！～望遠鏡のしくみと使い方
２月19日㈮ 望遠鏡で観察しよう！～望遠鏡での天体観察
２月26日㈮ 月の写真を撮ろう！～月面の観察と撮影
３月 ５日㈮ オリオン座の写真を撮ろう！～星座の観察と撮影

時　間　午後７時30分～９時　　会　場　うすだスタードーム　　定　員　30人（申込順）
参加費　無料（毎回、入館料大人500円／小中学生250円は必要です。）
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プラネタリウム特別投映番組

うすだスタードーム連携事業 プラネタリウム冬季番組

ライブ番組「冬のダイヤモンドを
探しにいこう！」

テーマ番組「双子の星第2話
～海に落ちたお星様～」

　“さそり座”の中に輝
く双子の星。星めぐり
の歌にあわせて、銀の
笛を吹くことが２人の
役目です。ある日２人
は彗星にだまされ海の
底に落とされてしまい
ます。宮沢賢治原作の心温まる童話の世界をお楽しみ
ください。
期間 ３月7日㈰まで
料金 観覧券または入館観覧セット券で観覧できます。

冬の天体観望会
　冬の夜空に輝く星、オリオン座や月などを観測する
予定です。子ども未来館のプラネタリウムで星の学習
をしたあと、うすだスタードームで星を観測します。
日時 ２月20日㈯午後６時30分～９時30分
 （受付は、午後６時～６時20分）
料金 ４歳～小学校入学前200円／小学生～中学生 
 400円／一般（高校生以上）800円
定員 30人
申込 事前申込制です。子ども未来館まで電話でお
申し込みください。定員になり次第締め切ります。
その他　中学生以下は保護者同伴で参加（有料）し
てください。寒さ対策をしてきてください。

「ひな祭りライブコンサート」
～満天の星に奏でる

フルートとピアノの音色～
　生演奏による澄んだ音色を聴きながら、満天
の星（星空浴）をお楽しみください。
日時 ２月27日㈯
 午後６時30分～７時30分
 （受付は、午後６時～６時20分）
料金 子ども280円（４歳以上中学生まで）
 大人560円
定員 100人
申込 事前申込制です。子ども未来館まで電話
でお申し込みください。定員になり次第締め
切ります。
その他　中学生以下は保護者同伴で参加（有
料）してください。観覧中の託児もできますの
で、事前にお申込みください（無料）。開演間
際は受付が混み合いますので、お早めにお越
しください。

お 知 ら せ

日本雪氷学会巡回展

利用案内 　　　　　　　　　　　　　　　　
開館時間 午前９時30分～午後５時
休 館 日　毎週木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
通常は毎週木曜日が休館日ですが、２月11日、３月25日は開館
します。※詳しくは子ども未来館までお問い合わせください。

■お問い合わせ　子ども未来館　☎67－2001
URL http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp

個　人

入館料 科学展示室、科学体験
　　　　工房等に入館する場合

大　人　500円

子ども　250円

観覧料 プラネタリウム投映番
　　　　組を観覧する場合

大　人　700円

子ども　350円

入館観覧セット料
大　人1,000円

子ども　500円

　科学が好き、宇宙が好きな
仲間たちを募集していま

す。毎月１回程度、ペットボ
トルロケットなどの製作・

打ち上げや、身近な材料

を利用した科学実験な

ど、「科学」をテーマに

した活動をしています。

　詳しくは、子ども未来

館内佐久分団事務局まで

お問い合わせください。

日本宇宙少年団佐久分団 新規分団員募集中！

「ようこそ！雪と氷の世界へ」
　雪の結晶がどのようにで
きるか、またその美しさの
秘密に迫ります。雪の結晶を
使った実験や最近の雪や氷
に関する研究で撮影された
写真も展示します。
期間　３月７日㈰まで
協力　日本雪氷学会
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お問い合わせ　昆虫体験学習館 ☎68－ 1111　http://www.saku-parada.jp

昆虫体験学習館 EE
真冬に見よう！ 熱帯のチョウたち
　 －斉藤実俊コレクションより－

昆虫体験学習館利用案内
■開館時間 午前９時30分～午後５時
■料　　金 大人200円／子ども100円 ※子どもは４歳以上15歳未満。４歳未満は無料

　昆虫体験学習館には、東京の医師、斉藤実俊先生が約半世
紀をかけて収集された昆虫標本が収蔵されています。この斉
藤コレクションは、平成18年の昆虫体験学習館新設に伴い佐
久市に寄贈されたもので、世界中の美しいチョウや甲虫やナナ
フシの仲間など、いろいろな昆虫が含まれています。その中
には、世界三大美麗蝶のひとつ、モルフォチョウの仲間も収め
られています。
　モルフォチョウというのは、主に南米のアマゾン川を中心と
した熱帯のジャングルに住む大型のチョウで、80種ほどが知
られています。体に比べて面積の大きな翅（はね）を持ってい
ますが、意外とすばやく飛び回ります。モルフォチョウの特徴
として最も有名なのは、その翅（はね）の輝きです。強い金属光沢を持ったブルーの輝きは、数キロ先から発見
できると言われるほどで、現地では絵皿などの装飾品にも利用されます。
　この翅（はね）の色は色素によるものではなく、表面の微細な凹凸によって発色する色で、構造色と呼ばれま
す。ちなみにＣＤがキラキラ光るのも同じ構造色です。
　スキーシーズン真っ盛り、厳寒の２月でも、昆虫体験学習館の中には、熱帯の美しいチョウたちが待っています。

レテノールモルフォ

きのこ栽培教室参加者募集
期　　　日 3月14日㈰
時間・会場 教室番号① 午前９時～ 千曲川スポーツ交流広場駐車場
 教室番号② 午後１時～ 千曲川スポーツ交流広場駐車場
 教室番号③ 午前９時～ 臼田支所（銀河の広場）
 教室番号④ 午後１時～ 望月支所（立体駐車場１階）
 ※雨天決行、教室番号①～④とも現地集合　※各教室とも開始から約２時間
内　　容 クリタケ、シイタケの植菌実習および栽培教室
定　　員 各教室とも45人（各教室とも定員になり次第締切）
持 ち 物 作業のできる服装、軍手、雨天の場合はカッパ等
参 加 費 １人1,000円（原木４本、種駒、傷害保険料等含む）
申込期間 ２月８日㈪～３月１日㈪（平日午前９時～午後５時）
 ※３月９日以後の参加取消はできません。
申込方法 参加費を添えて下記申込先へお申し込みください。
そ の 他 当日欠席された場合でも参加費はお返しできません。
 ※欠席の場合、原木と種駒は、３月15日～ 19日（午前９時～午後５時）に各申込先で受け取れます。

■お申し込み・お問い合わせ 教室番号①・② 耕地林務課林務係　☎62－3242（直通）
 教室番号③ 臼田支所経済建設課☎82－3111（内線236）
 教室番号④ 望月支所経済建設課☎53－3111（内線171）

市民の方なら
どなたでも

ご参加いただけます
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■お問い合わせ　消防団管理室　☎62－2111（内線711）

■お問い合わせ　佐久消防署警防係　☎62－0119

軽快なマーチからクラシックまで消防団音楽隊の奏でる吹奏楽の世界に浸ってみませんか。
皆さんに愛される消防団音楽隊を目指し、親しみのある曲を演奏しますので、ゆっくりお楽しみください。
大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

消防団音楽隊 第５回定期演奏会 入場無料

日　時 ２月14日㈰
 開場：午後１時30分／開演：午後２時

会　場 コスモホール
※開演前エントランスにてミニコンサートを行います。
内　容 【第１部】 天地人（NHK大河ドラマ「天地人」より） 
  キャンディード序曲ほか
 【第２部】 ラッパ隊吹奏
 【第３部】 侍戦隊シンケンジャーほか

期 間 2月2日㈫～3月7日㈰ 【月曜日および祝日の翌日休館】
観覧料 一般300円／高校・大学生250円／小・中学生150円

　平成20年に導入された新型の
地震体験車は、新潟県中越地震
や阪神淡路大震災のような震度

７の大地震をリアルな揺れで体験できるほか、今後30年以内
に80％以上の確率で発生すると言われている東海地震や、佐
久地方にも被害が想定されている糸魚川－静岡構造線断層帯に
よる地震も体験することができます。また、搭載されているデ
ィスプレイには、地震による屋内外の被害をコンピューターグ
ラフィックの模擬映像で見ることができ、その他にも、車いす
の方や外国籍の方にも体験をしていただけるように、車いす用
のリフタや、英語・中国語等でのナレーション機能も備えてい
ます。世界のどこかで毎年のように大地震が発生しており、日
ごろからの備えが大切となります。いざという時に何ができる
か考える機会として、地震体験をしてみませんか。

地震体験車の体験乗車

日　時 2月6日㈯・7日㈰ 午前10時～午後３時
会　場 【6日】ジャスコ佐久平店　蓼科ウイング東側出入口付近
 【7日】佐久インターウエーブ　イベントホール駐車場

望月歴史民俗資料館

企画展 郷土の雛人形展
　地域の方々から寄贈いただいた江戸時代から現代までの雛人形約200点を、
時代別に分類して一堂に展示します。

■お問い合わせ　望月歴史民俗資料館　☎54－21122
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◉如月2月
●2010就職ガイダンスin佐久平
　あなたの、「新しい力」を求めてい
ます。お申し込み等は不要です。直
接、会場にお越しください。佐久・
小諸職業安定協会の参加企業採用担
当者と直接話せるチャンスです。“佐
久平”で就職したい皆さんは、ぜひ
ご参加ください。
対象　2010年３月・2011年３月大
学・短大・専門学校等卒業予定者、
Ｕ・Ｉターン就職希望の皆さん
日時　２月12日㈮午後１時30分～
　　　４時30分（受付：午後１時～）
会場　佐久グランドホテル
問合せ　佐久職業安定協会事務局
　　　　（商工課内・☎62-3265）

●臼田町誌編纂講座
■臼田町誌第５巻『近現代編を読む』
～藤村、蟹工船、エロとイット～
日時　２月14日㈰
　　　午後１時30分～３時30分
会場　臼田館
講師　伴野敬一氏
■江戸時代の手紙
日時　２月21日㈰
　　　午後１時30分～３時30分
会場　切原会館
講師　尾崎行也氏
■人の一生
～子どもの成長を願う祝い～
日時　２月28日㈰
　　　午後１時30分～３時30分
会場　青沼会館
講師　酒井 氏
参加費　無料
問合せ　臼田町誌編纂室
　　　　（☎81-4521）

●献血にご協力をお願いします
　輸血を必要とされている患者さん
のために、大勢の皆さんのご協力を
よろしくお願いします。
■佐久浅間農業協同組合本所
日時　２月10日㈬
　　　午後１時30分～３時30分
■市役所望月支所
日時　２月15日㈪
　　　午前９時30分～11時30分
※都合により時間等変更になる場合
がありますので、ご了承願います。
持ち物　運転免許証等本人確認がで
きる物、献血手帳（持っている方）
問合せ　健康づくり推進課保健推進
係（☎62-3196）

●川村吾蔵作品の一時鑑賞休止の
お知らせ
　臼田文化センターでは、展示・収
蔵している川村吾蔵作品について、
今春開館する川村吾蔵記念館への引
越し作業を３月１日㈪から実施しま
す。作業期間中および川村吾蔵記念
館が開館するまでの間は、作品を鑑
賞することができなくなります。利
用者の皆さんにはご不便をお掛けし
ますが、ご了承ください。なお、川
村吾蔵作品以外の展示品は、引き続
き観覧することができます。
問合せ　文化施設課（☎62-0664）
または臼田文化センター
（☎82-3634）

●近代美術館からのお知らせ
■第５回佐久市児童生徒美術展
　市内の小中学生が学校で制作した
美術作品から優秀な作品を選出して
展示します。平成20年度の子どもた
ちの成果をご鑑賞ください。
期間　２月20日㈯～28日㈰
時間　午前９時30分～午後５時
会場　近代美術館視聴覚室
協力　佐久市学事職員会巡回展図工・
　　　美術委員会
観覧料　無料
■第24回佐久平の美術展
　街のアーチストの美術作品公募展
です。入賞入選作品による展覧会を
開催します。審査員の作品も展示し
ています。
期間　２月20日㈯～３月７日㈰
時間　午前９時30分～午後５時
会場　近代美術館
主管　佐久平の美術展実行委員会
観覧料　無料
問合せ　近代美術館（☎62-1055）

●あすなろの会東信「東信地域自
死遺族交流会」のご案内
　家族を自死で亡くされた遺族が苦
しみや悩みを共有し、悲しみから立
ち直るための語り合いの場として、
自死遺族交流会を開催します。
対象　家族を自死で亡くされた方
日時　２月27日㈯
　　　午後１時30分～３時30分
会場　佐久市内（詳細は、お申し込
みいただいた方にご連絡します。）
参加費　100円（お茶代として）
問合せ　佐久保健福祉事務所健康づ
くり支援課（☎63-3164）
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お 知 ら せ
Information

●市県民税申告相談が始まります
　２月16日㈫から３月15日㈪まで
の期間で、平成22年度分市県民税の
申告相談を行います。ご来場の際は、
関係書類をそろえて、申告がスムー
ズに行えるよう、ご協力をお願いし
ます。詳細な申告相談日程等につい
ては、広報１月号でお知らせしてあ
りますので、お住まいの地区により、
日程と申告相談会場をご確認のうえ、
ご来場ください。
問合せ　税務課市民税係
　　　　（☎62-3040）

●第41回健康ネットワーク21講演会
　ヒトの腫瘍の中で原因がわかって
いるものは非常に少ないです。子宮
頚癌は90％以上がＨＰＶ（ヒトパピ
ローマウイルス）感染によって起こ
ることがわかっています。ＨＰＶの
自然史、最近承認された予防ワクチ
ンの意義について解説します。
日時　２月18日㈭
　　　午後７時～８時30分
会場　佐久勤労者福祉センター
　　　２階第５会議室
演題　子宮頚癌とＨＰＶ
講師　浅間総合病院産婦人科医師
　　　太田雄治郎
参加費　無料
問合せ　浅間総合病院地域医療室健
康管理科（☎67-2295・内線5150）

●特別障害者手当・経過的福祉手
当・障害児福祉手当を２月10日
に指定口座へ振り込みます
　11月から１月までの手当を、２月
10日㈬に振り込みますのでご確認く
ださい。なお、受給者が次に該当し
た場合は、速やかに届け出をしてく
ださい。届け出がなく支給を受けた
場合は、返金していただくことがあ
りますので、ご注意ください。
◆施設へ入所したとき
◆死亡したとき
◆住所を変更したとき
◆障害の程度が軽減したとき
◆特別障害者手当の受給者であって、
病院への入院・老人保健施設への
入所が３か月を超えたとき
◆経過的福祉手当受給者であって、
障害を理由とする年金を受給でき
るようになったとき
◆障害児福祉手当の受給者であって、
児童福祉施設等に入所したとき
（短期入所含む）
■特別障害者手当
　20歳以上で、障害の重複により日
常生活に常時特別の介護を必要とす
る在宅の重度障害者で受給者や扶養
義務者の所得が一定の額未満の方に
支給されます。月額26,440円です。
■障害児福祉手当
　20歳未満の在宅の重度障害児で、
扶養義務者等の所得が一定の額未満
の方に支給されます。月額14,380円
です。
問合せ　◆特別障害者手当および経
過的福祉手当…福祉課（☎62-3147）
◆障害児福祉手当…児童課（☎62-
3149）

●児童手当を２月10日に指定口座
へ振り込みます
　平成21年10月分から22年１月分
までの児童手当を２月10日㈬に振り
込みます。受給者の皆さんは通帳を
記帳して入金をご確認ください。
■３歳未満（３歳誕生月まで）
◆一律　月額１万円
■３歳以上
◆第１子、第２子　月額５千円
◆第３子以降　　　月額１万円
※18歳以上のお子さんはカウントさ
れません（高校等在学中のお子さん
は含まれます）。なお、「平成21年度
の現況届」を提出されていない方に
ついては支払いが保留となっていま
すので、至急提出してください。
問合せ　児童課児童係（☎62-3149）
または各支所住民課市民係

●女性人権擁護委員による人権相
談所を開設します
　佐久人権擁護委員協議会では、次
の日程で相談会を開催します。
日時　２月18日㈭（予約不要）
　　　午前10時～午後３時
会場　野沢会館
相談内容　家庭内におけるさまざま
な問題、近隣のもめごと、プライバ
シーに関する問題、いじめなどの子
どもに関する問題など…暮らしの中
でのさまざまな問題についてお気軽
にご相談ください。
相談料　無料
問合せ　法務局佐久支局
　　　　（☎67-2272）



広
告
欄

広
告
欄

市佐久市役所☎ 62-2111　臼臼田支所☎ 82-3111　浅浅科支所☎ 58-2001　望望月支所☎ 53-3111 ─ 42─

◉如月2月
●自衛隊予備自衛官補募集
　予備自衛官補とは、希望者を試験
により採用し、教育訓練終了後に予
備自衛官として任用する制度です。
身分は非常勤の特別職国家公務員で
手当等は日額7,900円（教育訓練参
加日数分支給）教育訓練召集時には
交通費・食事・宿泊が支給されます。

資　格 受付 試験日

一般 18歳以上
34歳未満

1/12
〜
4/9

4/17～19
の間の指定
された日技能

18歳以上
で技能に
応じ53～
55歳未満

一般：採用年齢に適した皆さんなら、
どなたでも応募することができます。
技能：語学や医療技術、整備などの
分野に精通した皆さんが応募するこ
とができます。
申込・問合せ　防衛省自衛隊上田地
域事務所（上田市天神4-17-3金井
MSTYビル１階・☎0268-22-5267）

●「望月高原の味を楽しもう」参加
者募集
対象　小学生以上（ただし、小学生
　　　は保護者の同伴が必要です。）
日時　２月13日㈯  午前９時30分～
　　　午後２時30分
会場　望月少年自然の家
内容　おにかけうどん作りとアイス
　　　クリーム作り
定員　50人（申込順）
参加費　１人800円
受付　２月９日㈫まで
申込・問合せ　望月少年自然の家
　　　　　　　（☎54-2405）

●長野県シニア（旧老人）大学佐久
学部学生募集
入学資格　おおむね60歳以上で生き
がいと健康づくりを図り、積極的に
社会参加する意欲をお持ちの方
期間　２年（日数は年間15日・火曜
日を予定）
時間　午前10時～午後３時
会場　佐久合同庁舎・佐久創造館
講座内容　①教養（歴史、健康、高
齢者施策、法律等）
②技能（書道、詩吟、コーラス、絵
手紙等）
③実践講座（グループ形式の講座）
授業料等　年額5,000円（ほかに教
材費や自治会費等がかかります。）
募集期間　２月１日㈪～26日㈮
申込・問合せ　高齢者福祉課
（☎62-3157）または各支所、佐久保
健福祉事務所福祉課（☎63-3141）

●第43回佐久市強歩大会
参加資格　中学生以上
日時　４月17日㈯～18日㈰
　　　雨天決行　午後９時スタート
行程　韮崎市韮崎小学校～佐久市
総合体育館78㎞（主要ルート：国
道141号線）
定員　1,000人（申込順）
参加費　3,500円
受付  ２月15日㈪～３月18日㈭
※期間内でも定員になり次第締め切
ります。
申込　所定の申込用紙（体育課にあ
ります）に参加費を添えて体育課に
お申し込みください。
問合せ　体育課（☎62-2020）

●第５回佐久市民スキー大会
参加資格　市内在住または在勤在学者
期日　２月28日㈰
会場　佐久スキーガーデン「パラダ」
種目　大回転競技（２回滑走）
◆小学生、中学生の各男女の部
◆一般（女子・青年・壮年男子）の部
参加費　小・中学生500円
　　　　一般・高校生1,500円
受付　２月19日㈮まで
申込　参加費を添えて佐久市体育協
会事務局（佐久市総合体育館内）ま
たは「パラダ」まで。
問合せ　佐久市体育協会事務局
　　　　（☎62-2020）

●第６回県市町村対抗小学生駅伝
競走大会選手選考会
参加資格　小学３年生～５年生
日時　２月27日㈯　午前10時～
会場　駒場公園周回コース
受付　２月19日㈮まで
申込　保護者承諾のうえ、所定の申
込用紙（各小学校にあります）に必
要事項を記入し、各学校ごとに体育
課にお申し込みください。
問合せ　体育課（☎62-2020）

●初心者ゲートボール教室参加者募集
期日　２月21日㈰   ◆受付：午前８
時30分　◆開会：午前９時　◆閉会
午後３時（予定）
会場　県民佐久運動広場屋内ゲート
ボール場　
参加費　100円（当日納入）
※事前申込は不要ですので、当日現
地集合してください。
問合せ　体育課（☎62-2020）
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募 集
Classifi eds

●佐久市奨学生を募集します
　修学の意志と能力がありながら経
済的な理由で修学が困難な人に、奨
学金を貸与します。
貸与対象者および貸与額（月額）

国公立 私立
高校生 10,000円 15,000円
短大生 30,000円 40,000円
大学生 30,000円 40,000円
高専生 15,000円

※通信制・通信教育・専門学校を除く
貸与要件　平成22年度に進学が確
定した人、または在学中の人で、
◆佐久市に生活の本拠を有している
者の子弟であること
◆学業および資質に優れ、かつ健康
であること
◆経済的理由により修学が困難と認
められること
◆独立行政法人日本学生支援機構そ
の他これに類する団体から学資な
どの貸与を受けていないこと
◆授業料が免除されていないこと
◆親権者に市税の滞納がないこと
貸与期間　その学校の正規修学期間内
申請書類　①奨学金貸与申請書
②奨学生推薦調書　③親権者の所得
および資産証明書　④成績証明書
⑤健康診断書　⑥住民票謄本　⑦在
学証明書または合格通知書　⑧親権
者の市税納税証明書
※①と②の用紙は、学校教育課およ
び各支所総務課にあります。

受付　随時受付します。
貸与の決定　選考のうえ随時決定、
誓約書（保証人は市内在住者、資格
要件あり）等の受理後受付した月か
ら貸与します。
償還開始・期間　貸与期間を終了し
た翌月から６か月を経過したあと、
貸与を受けた期間の２倍の期間内
問合せ　学校教育課（☎62-3478）

●障害者自立生活支援センター
■音楽を楽しむセミナー
　音楽に合わせて楽しく歌を歌って、
心身ともにリフレッシュしませんか。
お体に合わせた無理のないプログラ
ムを用意します。
対象　障害のある方
日時　２月18日㈭
　　　午後１時30分～３時
会場　望月総合支援センター会議室
定員　20人（申込順）
参加費　無料
申込・問合せ　障害者自立生活支援
センター（☎64-0212）

●市営住宅入居者募集
■花園団地（岩村田：募集１戸）
建設年度　平成５年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　19,400円～28,900円
■清水団地（中込：募集１戸）
建設年度　昭和55年度
構造等　簡易耐火構造２階３ＤＫ
家賃　14,600円～21,800円
■川原団地（鍛冶屋：募集１戸）
建設年度　昭和63年度
構造等　簡易耐火構造２階３ＤＫ
家賃　16,300円～24,400円

■樋村団地（平賀：募集２戸）
建設年度　昭和58～59年度
構造等　簡易耐火構造２階３ＤＫ
家賃　12,200円～19,300円
資格　次の条件をすべて満たす方
①同居親族があること（花園団地は
３人以上の世帯であること）。
②収入が公営住宅法施行令に定める
金額を超えていないこと。
③住宅に困窮していることが明らか
であること。
④佐久市に在住しているか、佐久市
内に勤務先があること。
⑤市税等の滞納がないこと。
⑥入居指定日に入居可能であること。
⑦入居申込者およびその同居者とな
る方が暴力団員ではないこと。
※入居が決定した場合は、連帯保証
人（資格要件があります）２人が必
要となります。家賃は一般階層世帯
月額家賃を表示しています。
受付　２月１日㈪～８日㈪
抽選会　２月22日㈪
入居指定日　３月１日㈪
申込　市営住宅入居申込書に市の指
定する書類を添えて、平日の午前８
時30分から午後５時30分までの間
に建築住宅課住宅管理係または各支
所経済建設課へお申し込みください。
申込者が募集戸数を超えるときは、
公開抽選の方法により入居者を決定
します。
問合せ　建築住宅課住宅管理係（☎
62-3430）または各支所経済建設課
【随時募集団地】
■相立団地
■下越団地（特定公共賃貸住宅）
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平成22年度
県民交通災害共済の加入申し込み開始
　２月上旬から平成22年度県民交通災害共済の加入申し込みが始まります。
　県民交通災害共済は、400円の年会費で、交通事故や自転車に乗っていて転んでケガをしたときに見舞金をお支払
いする制度です。「いざ」というときのために、県民交通災害共済に積極的に加入しましょう。

■区の取りまとめによる加入
　２月上旬から３月中旬の間、区の役員さんが申込書の配布と取りまとめをします。
■市の窓口での加入
　年間を通じ、生活環境課および各支所住民課生活環境係または浅間・野沢・中込・東・春日の各出張所の窓口で加
入申し込みができます。
■市の会費負担による加入
　次の方は、市が会費を負担して加入手続きを行いますので、申し込む必要はありません。
①平成22年４月１日現在、佐久市在住の幼児と小中学生（３歳以上15歳未満）は市が加入手続きをします。
②身体障害者手帳１・２級該当者、療育手帳をお持ちの方は民生児童委員さんを通して申し込みをします。
③生活保護世帯の皆さんは市のケースワーカーを通して申し込みをします。
※重複加入にご注意ください。

■お問い合わせ　生活環境課生活交通係☎62－3094（直通）または各支所住民課生活環境係

加 入 の 方 法

共済見舞金の内容
■見舞金一覧表

等　級 死亡または障害の程度 人身事故扱いの事故証明書に
よる見舞金の請求の場合

物件事故扱いの交通事故証
明書または交通事故申立書
による請求の場合の見舞金

１　級 死亡 1,000,000 円 500,000 円
２　級 実入院・通院日90日以上の障害 110,000 円

物件事故扱いの事故証
明書と交通事故申立書
の申請は55,000円が
上限額となります。

55,000円

３　級 〃 85～89日 〃 105,000 円
４　級 〃 80～84日 〃 100,000 円
５　級 〃 75～79日 〃 95,000 円
６　級 〃 70～74日 〃 90,000 円
７　級 〃 65～69日 〃 85,000 円
８　級 〃 60～64日 〃 80,000 円
９　級 〃 55～59日 〃 75,000 円
10　級 〃 50～54日 〃 70,000 円
11　級 〃 45～49日 〃 65,000 円
12　級 〃 40～44日 〃 60,000 円
13　級 〃 35～39日 〃 55,000 円 55,000 円
14　級 〃 30～34日 〃 50,000 円 50,000 円
15　級 〃 25～29日 〃 45,000 円 45,000 円
16　級 〃 20～24日 〃 40,000 円 40,000 円
17　級 〃 15～19日 〃 35,000 円 35,000 円
18　級 〃 10～14日 〃 30,000 円 30,000 円
19　級 〃   5～  9日 〃 25,000 円 25,000 円
20　級 〃   2～  4日 〃 20,000 円 20,000 円

後遺障害
見舞金

身障（１級）の障害 400,000 円 200,000 円
身障（２級）および精神（１級）の障害 300,000 円 150,000 円

身障（３級）の障害 200,000 円 100,000 円
遺児見舞金 義務教育終了前の遺児１人につき 300,000 円 300,000 円
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暮 ら し 健 康 メ モと
相談コーナー

浅間中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　佐藤アドバイザー
直通相談電話　☎67-7250
野沢中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　小林アドバイザー
直通相談電話　☎62-2551
中込中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　金森アドバイザー
直通相談電話　☎62-6810
東中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　小平アドバイザー
直通相談電話　☎67-7366

臼田中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　堀田アドバイザー
直通相談電話　☎82-2130
浅科中学校
期日　㈫・㈮
相談員　内藤アドバイザー
相談電話　☎58-2101(代)
望月中学校
期日　㈪・㈭
相談員　内藤アドバイザー
直通相談電話　☎53-3330

■特別支援を必要とする児童生徒の就学・教育に関する相談
日時　㈪～㈮9:00～16:00
相談員　就学指導委員会専門員（小林・澤田）
本庁相談室　☎62-3478（内線369）
※不在のこともありますので、来庁される際は、電話をお願いします。
■心の相談室
日時　㈬14:00～17:00 相談員　心理教育相談員（小室）
野沢会館内チャレンジ教室隣（第1・3週）・佐久市保健センター（第4週）
☎62-3478（要予約）

２月の子育てサロン／全会場9:30～11:30

２月のつどいの広場

ご寄附ありがとうございます

●行政相談
あいとぴあ臼田 ２月18日㈭ 13:30～16:00
市役所市民ホール ２月26日㈮ 13:00～16:00
■問合せ　庶務課庶務係　☎62-3002（直通）
●司法書士無料法律相談
日時　２月26日㈮13:00～15:00
会場　望月支所第１・２小会議室
■問合せ　庶務課庶務係　☎62-3002（直通）
●交通事故巡回相談
日時　２月12日㈮10:00～15:00
会場　佐久合同庁舎402号会議室
■問合せ　生活環境課生活交通係　☎62-3094（直通）
●家庭児童相談
■家庭児童相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮9:00～16：00 相談員　小林子ども特別対策推進員
相談電話　☎62-3149
■各児童館（下越児童館は除く）
日時　㈪～㈮13:00～16:00 相談員　各児童館長
●教育・いじめ相談
■教育委員会教育相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮9:00～16:00
相談員　スクールメンタルアドバイザー等
本庁相談室 ☎62-3478（内線573）
臼田支所相談室 ☎82-3111（内線259）
浅科支所相談室（㈫・㈮） ☎58-2001（内線18）
望月支所相談室（㈪・㈭） ☎53-3111（内線400）
■中学校相談室（休校日を除く）　時間13:00～16:00

　乳幼児連れの親たちが気軽に集い、語り合い、交流
ができる場です。お気軽にお出掛けください。

■サングリモ中込／9:00～16:00
１日・２日・３日・５日・６日・８日・９日・10日・
12日・13日・15日・16日・17日・19日・20日・22日・
23日・24日・26日・27日

■あさしな保育園内／9:00～14:00
１日・３日・５日・８日・10日・12日・15日・17日・
19日・22日・24日・26日

■問合せ　児童課児童係（☎62-3149）または
　　　　　各支所保健福祉課福祉児童係

■中佐都児童館 ４・18日㈭
■野沢児童館 ９・23日㈫
■岩村田児童館 12・26日㈮
■中込児童館 ５・19日㈮
■東児童館 ２・16日㈫
■切原児童館 ３日㈬
■高瀬児童館 10・24日㈬
■岸野児童館 １・15日㈪
■泉児童館 ３・17日㈬
■佐久城山児童館 25日㈭
■望月児童館 ２・16日㈫
■平根児童館 ８・22日㈪
■小田井児童館 15日㈪
■臼田児童館 10日㈬
■青沼児童館 17日㈬
■あさしな児童館 25日㈭
■田口児童館 24日㈬

【一般寄附】
中込第二保育園へ
　▼雑巾50枚、お手玉50個 福田身與様（中込）
　▼雑巾50枚 理容モテキ様（中込）
中佐都保育園・中佐都小学校へ
　▼ふじリンゴ500個　佐久浅間農業協同組合

さく北部営農センター中佐都選果所様（塚原）
中佐都保育園へ
　▼もち米30kg 上原精米様（常田）
高瀬保育園へ
　▼手作り布製ペンケース20個 土屋さとい様（鳴瀬）
切原保育園へ
　▼クリスマスツリー 今井朝春様（上小田切）
あさしな保育園へ
　▼手作り布製ボール８個 土屋ヨシエ様（下小田切）
シルバーランドみついへ
　▼金36,000円 長野県理容生活衛生同業組合

佐久支部青年部様（中込）
臼田学園・臼田啓明園へ
　▼デコレーションケーキ10個 ㈲丸忠食品様（佐久穂町）
　▼デコレーションケーキ３個 フジヤ商店様（臼田）
市へ
　▼福祉のまちづくりのために金５万円

北信ヤクルト販売㈱様（長野市）
　▼福祉のために金440円 森角清忠様（岩村田）
　▼福祉のために金１万円

三光丸・大豊薬品様（小田井）
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税　　金
コーナー 納期限

税　目

●➡ 市税の納付は安全・確実・便利な「口座振替」で！

保 険 料
コーナー

納期限

乳幼児健診・予防接種・教室コーナー妊婦一般健康診査

乳幼児健診・予防接種

　母子手帳交付時に妊婦一般健康診査受診票が交付されます。安
心・安全なお産が迎えられるよう、適切な時期に定期的に妊婦健
診を受けましょう。妊娠がわかったら、「妊娠届」を下記のすこや
か相談室にすみやかに提出し手続きを行ってください。

会　　場 電話番号 時　間〈平日〉
月曜日～金曜日

佐久市保健センター 63-3080（直通）
62-2111（内線274） ８:30～17:00

臼田支所保健福祉課 82-3115（直通） ９:00～12:00
浅科支所保健福祉課 58-2001（代表） ９:00～12:00
望月支所保健福祉課 53-3111（代表） ９:00～12:00
※臼田・浅科・望月支所は、午前中のみとなります。
　ご了承ください。

母子保健事業

佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111

母子保健事業
★下記の教室は、いずれも事前の申込が必要です。
★３月の予定をお知らせします。
　年間予定は「健康カレンダー」でご確認ください。

■パパママ教室「妊娠　前期教室」
対象 主に妊娠４～６か月の妊婦とお父さん
内容 おなかの中の赤ちゃん・妊娠中の栄養・お父さんの

妊婦体験
会場・日程 臼田保健センター ３月 ２日㈫
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）

■パパママ教室「妊娠　後期教室」
対象 主に妊娠７～８か月の妊婦とお父さん
内容 出産後の育児について・お母さんのお口チェック・

赤ちゃんの抱っこ体験
会場・日程 浅科保健センター ３月 ５日㈮
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）

■離乳食教室「はい  あ～んして」
対象 生後２～３か月児をもつお母さん・お父さん
内容 離乳食作り＊託児ができますのでご利用ください。
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、エプロン、オムツ・ミルクなどの

必要なもの
会場・日程 佐久市保健センター ３月10日㈬
 望月総合支援センター ３月12日㈮

■離乳食教室「もぐもぐ  できるかな」
対象 生後７～９か月児をもつお母さん・お父さん
内容 試食・個別相談等
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、子ども用エプロン・スプーン、オム

ツ・ミルクなどの必要なもの
会場・日程 臼田保健センター ３月 ９日㈫
 浅科保健センター ３月10日㈬
 望月総合支援センター ３月12日㈮

■申込先　母と子のすこやか相談室（佐久市保健センター）
 　　　　　☎63－3080（直通）または各支所保健福祉課

　乳幼児健診・予防接種（ポリオ）はお住まいの住所により実施しま
す。なお､受診日・該当地区以外で受けられる場合は、あらかじめ市役
所または支所までご連絡ください。

乳幼児健康診査　時間13:30～（受付13:15～13:30）

■４か月児健康診査
佐久市保健センター 21年10月21日～11月10日生まれ ３月 ５日㈮
 21年11月11日～30日生まれ ３月12日㈮
臼田保健センター 21年11月生まれ ３月 ３日㈬
浅科保健センター 21年11月生まれ ３月11日㈭
望月総合支援センター 21年11月生まれ ３月17日㈬

■10か月児健康診査
佐久市保健センター 21年 ４月21日～ ５月10日生まれ ３月 ４日㈭
 21年 ５月11日～31日生まれ ３月16日㈫
臼田保健センター 21年 ５月生まれ ３月 ５日㈮
浅科保健センター 21年 ５月生まれ ３月12日㈮
望月総合支援センター 21年 ５月生まれ ３月17日㈬

■１歳６か月児健康診査
佐久市保健センター 20年 ７月11日～31日生まれ ３月11日㈭
臼田保健センター 20年 ７月生まれ ３月10日㈬

■３歳児健康診査
佐久市保健センター 18年12月11日～31日生まれ ３月 ９日㈫
臼田保健センター 18年12月生まれ ３月16日㈫
浅科保健センター 18年11月 １日～12月31日生まれ ３月 ２日㈫

予防接種

■ 麻しん〈はしか〉風しん〈三日はしか〉混合・麻しん・風しん・
　三種混合・BCG（個別接種）・日本脳炎
市で委託した医療機関で随時予約を受け付けています。
詳しくは健康カレンダーをご覧ください。
※このうち日本脳炎は、国からの勧告に基づき、積極的な接種勧奨を
差し控えていますが、接種を希望する方は、健康づくり推進課、各支
所保健福祉課または主治医にご相談ください。
※ＢＣＧ接種で、生後６か月に達するまでの期間に、医学的に接種が
不適当であると判断された方は、ご相談ください。

3月1日
3月1日

国民健康保険税（普通徴収） 第8期 （普通徴収） 
介護保険料　　　　　　第11期
後期高齢者医療保険料　第8期

複十字シール募金へのご協力
ありがとうございました
　平成21年８月１日から12月10日にかけて行
われた複十字シール募金運動では、大勢の市民
の皆さんにご協力いただき、お寄せいただいた
募金総額は1,094,874円となりました。皆さん
のご理解とご協力に感謝いたします。お寄せい
ただいた募金は、㈶結核予防会を通じて、国内
では結核や肺がん、その他の胸部に関する疾患
の予防意識の普及・啓発事業および検診車・検
診機器の整備、途上国への結核予防支援などに
使われます。また、募金総額の１割は、市結核
予防婦人会（市保健補導員会）に還元されます。
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口腔歯科保健センター事業

窓口コーナー

不用品活用コーナー
１月12日現在

 佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111  佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111 

■連絡先  生活環境課生活交通係☎62-3094（直通）
※お手元に広報が届くまでに交渉が成立した場合は、ご了承ください。

譲ります

譲ってください

地域集団健診会場で歯周疾患検診を
実施しています（当日申込可500円）。

 総　数 101,169 人 （＋14人）

 男 49,601 人 （－20人）

 女 51,568 人 （＋34人）

 世帯数 38,574 世帯  （＋6世帯） 
〈１月１日現在〉 （増減は前月比）

人身事故 40件

死　　亡 1人

負　　傷 49人

12月の月間件数 平成21年1月～12月の累計

480 件

5人

610人

救　　急 283件 3,081 件

火　　災 6件 54件

取扱サービス 戸籍・住民票・印鑑証明書の交付
 市税に係る証明・市税の納税

■休日窓口（市役所本庁２階市民課窓口）
開設日  ２月28日㈰　　時　間  8:30～12:30

■夜間窓口
開設日　市役所本庁／平日は毎日開設します
　　　　各支所／ ２月１日㈪・８日㈪・15日㈪・
　　　　　　　　22日㈪
時　間　18:30まで

［無料］●スケート靴３セット●手まり用糸
●ポリタンク２個（18ℓ）●学習机・椅子●保
育園のかばん●女児用入学式衣服●シングル
ベット用マット●デスクトップパソコン●Ｌ字
型ソファー●太巻きまっきー（玩具）●灯油
タンク●ＬＰガス用ガスオーブン●額縁●茶
箱●子供用布団●百科事典●中学生用教材
［価格相談］●スタッドレスタイヤ（ホイール
付・185/65-R14）●ベット用ブックスタン
ド●レースカーテン●加湿器●ベビーベット
●電気カーペット●学習机●掘りごたつ用電
気ヒーター●頭髪マッサージ器●女子用スー
ツ（150㎝）●湯たんぽ（ブリキ製）●アイロン

［無料］●鉄製はぜ足●子供服（１～５歳）●子
供用自転車（16インチ・18インチ）●天火ガス
用オーブン●薪もしくは薪用の原木●バラン
スボール
［価格相談］●プロパンガス用ファンヒーター
●農業用タンク（500～600ℓ）●耕運機（８
馬力）●とうみ●木製とうみ●石臼●子供用
自転車（補助輪付）●カラオケセット

■お口の相談日
対象 市民
内容 歯科衛生士による歯科相談
会場・日程 口腔歯科保健センター（サングリモ中込２階）　３月15日㈪
時間 ９:30～12:00（一人30分程度）
★希望される方は申し込みが必要です。
■申込先　口腔歯科保健室　☎63-3781（直通）

２月の休日当番医　　診療時間　午前９時～午後５時
７日㈰
■金澤病院（岩村田804） ☎67-2048
■田嶋クリニック（臼田1652-1） ☎81-5151

11日㈭
■佐久長土呂クリニック（長土呂803-26） ☎68-7899
■安藤クリニック（臼田1114-6） ☎82-7737

14日㈰
■佐久平透析クリニック（岩村田1350-5） ☎65-7700
■都甲クリニック（三塚191-36） ☎64-1050

21日㈰
■しのはら形成・皮ふクリニック（岩村田2104-1） ☎67-8825
■斎藤産婦人科医院（中込1985-1） ☎62-0823

28日㈰
■岡田医院（協和6981） ☎53-2123
■増田医院（岩村田2381-12） ☎66-0303

※都合により変更になる場合があります。受診前に電話または佐久医師
会ホームページで、ご確認ください http://saku-ishikai.or.jp。

２月の休日小児科急病診療日
診療対象　小児科一次医療該当者
　　　　　（風邪や腹痛など、日常的な疾病のお子さん）
診 療 日　７日㈰・11日㈭・14日㈰・21日㈰・28日㈰
受付時間　午前８時30分～正午
診療時間　午前９時～受付した患者さんの診療が終わるまで
場　　所　浅間総合病院救急外来内科診察室
　　　　　（浅間総合病院の通院券が使用できます）
■問合せ　健康づくり推進課保健推進係  ☎62-3196（直通）（平日のみ）
　　　　　浅間総合病院医事課  ☎67-2295（内線1020）

２月の休日救急歯科診療所歯科診療日
診 療 日　７日㈰・11日㈭・14日㈰・21日㈰・28日㈰
時　　間　午前９時～正午／午後１時～３時
場　　所　休日救急歯科診療所（サングリモ中込２階）
■問合せ　休日救急歯科診療所　☎63-3783
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市内のニュースが毎日ご覧いただけます。

毎日、市内の身近な情報を放送しています。

月～金曜日

月～金曜日

18:30～放送中です。

8:10～8:25に放送中です。

●再放送は
　当　日／21:00～、22:30～
　翌　日／6:30～、9:00～、12:30～です。

●再放送は当日の18:10～18:25です。

市役所の情報番組
「佐久市からのお知らせ」は

は

佐久シティーニュース

佐久市ホームページアドレス http://www.city.saku.nagano.jp
インターネットメール office@city.saku.nagano.jp 

お寄せいただいたご意見・ご提案は、今後の市政に役立たせていただきます。

あなたの声を
聞かせてください

市長および市政へのご意見・ご提案をお寄せください。
手紙や電話のほか、インターネットでもお受けしています。

 ～「「見見るる」」テテレレビビかからら「「使使うう」」テテレレビビへへ。地地デデジジににいいここうう！！～
　皆さんが広くご覧になっている地上波テレビ放送は、約
１年半後の平成23年７月24日に地上デジタルテレビ放送
（地デジ）に完全移行することになっています。今回の情
報化フェスタでは、地デジ受信相談の実施や、デジタル放
送の魅力と機能を身近に体感していただくため、関連する
最新のシステム・機器を紹介します。また、毎年好評のお
楽しみ抽選会や、握手撮影会なども開催します。お気軽に
お出掛けください。

日 時  2月27日㈯午前９時～午後５時
会 場  佐久情報センター
内 容  ●地上デジタルテレビ放送（地デジ）の受信相談、サービス内容紹介
 ●地デジ関連最新機器の展示（デジタルテレビ、録画機器、ワンセグ携帯端末等）
 ●佐久ケーブルテレビ提供サービスの紹介、ケーブルインターネット体験
 ●パソコン何でも相談  ●オリジナルカレンダー作成サービス、お楽しみ抽選会
 ●ウルトラマンマックス握手撮影会（各部先着50人・各自カメラをご持参ください）
 　［第１部：午前11時～／第２部：午後１時～／第３部：午後３時～］

〈主　催〉情報化フェスタ実行委員会　　〈協　力〉総務省　長野県テレビ受信者支援センター
■お問い合わせ　情報化フェスタ実行委員会事務局　☎64－5556（佐久情報センター内）

入場
無料

〈プレイガイド〉 交流文化館浅科、コスモホール、野沢
会館、観光課、各支所経済建設課、西澤書店、大阪屋書
店、スーパーえちごや、プラザ佐久
■お問い合わせ ㈶佐久市文化事業団
  （コスモホール内・☎82－3962）

浅科からときめきの

バレンタインコンサート
日時 2月14日㈰  午後２時開演
会場 交流文化館浅科
演奏曲　「初恋」、「涙そうそう」、
 オペラ「魔笛」より ほか
出演　ソプラノ:土屋のぞみ　
　　　テノール:兎束　康雄　ピアノ:大森　晶子
チケット 大人1,000円
 高校生以下500円（全席自由）


